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要旨 

コミュニケーション支援の多様性の研究や養成カリキュラムの検討と並行して、盲ろう者の要約

筆記利用の現状を確認するために、アンケートや聞き取りを行った。対象者の選定は、全国盲ろう

者協会、全聴情協、全難聴から紹介を受けた 158 団体に依頼し、各団体から留め置きや郵送でアン

ケート用紙を届けてもらい、直接郵送方式で回収した。対象者のアンケート記入の困難さに配慮し、

回収までの期間を長めに設定、また、回収したアンケートの例外値の回答は、内容をつかみ取って

できるだけ除外しないこととした。回答のあった 131通のうち、有効回答 113人を集計・分析した。

39都道府県から回答が得られ、年齢構成は 50～70代が中心であった。 

盲ろう者向け通訳・介助員を 86人が利用しており、要約筆記を利用しているのは 41人であった。

盲ろう者向け通訳・介助員を会議で利用しているのは 72人、要約筆記は 28人であった。盲ろう者

向け通訳・介助員を講演や研修等で利用しているのは 77人で、要約筆記は 32人であった。 

要約筆記を利用する場合、手書きのノートテイクを見ているのが 25 人、パソコン要約筆記のス

クリーンを近くの席で見ているのが 23人、会場向けのパソコン要約筆記につないで手元で見るのが

18 人、自分向けのパソコンに入力してもらい手元で見るのが 18 人、手書きのスクリーンを近くの

席で見るのが 17人であった。また、公的制度で要約筆記者を利用しているのは 32人であり、28.3%

（盲ろう者の３分の１近く）が要約筆記を利用していることになる。文字の見え方についての設問

では、半数以上が文字の大きさやフォント、色などを工夫すれば読めると回答したことから、表出

の工夫など要約筆記者への追加養成の必要性が明らかになった。 

聞き取り調査としては、アンケート調査において、「聞き取りに応じる」と回答した人の中から

10人に対して調査を実施した。 

全国における盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会の時間数調査については、本研究の作業委員

から情報の提供を受けた。また、全国における文字情報支援に特化した養成講習会の実施状況調査

についても、本研究の作業委員を通して情報提供を受けた。
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A．研究目的

第１回研究委員会・研究作業委員会において、

実態調査の実施について次のような議論がなさ

れた。 

本研究は、要約筆記事業を盲ろう者が活用で

きるようにする方法の検討、つまり登録要約筆

記者に必要な教育を考えることが目的である。

聴覚障害者対

ることがある。利用可能時間数の不足や、盲ろ

う者向け通訳･介助員の確保が困難な実態から、

移動支援は同行援

場面では要約筆記、または手話通訳を利用する

という場合がある。要約筆記は、本来聴覚障害

者を対象とする支援であるが、そのような場合

盲ろう者からの依頼に

できないのかを明らかにしておく必要がある。

そのためには、弱視ろう、弱視難聴者など文字

情報支援が必要な人を対象に、アンケートや聞

き取りをするべきである。つまり本研究におい

てはニーズの調査が

調査対象は、全国盲ろう協会でまとめた４つ

のパターン（後述）のうち、弱視ろうと弱視難

聴者で、その人に文字情報が必要な状況を調査

する。「厚生労働省平成

推進事業 盲ろう者に関する実態調査報告書」

（平成25年

会 P26）によると、平成

者へのアンケート調査（有効回答

うち視覚障害と聴覚障害の組み合わせの割合は

右上の表のようになっている。
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第１回研究委員会・研究作業委員会において、

実態調査の実施について次のような議論がなさ

本研究は、要約筆記事業を盲ろう者が活用で

きるようにする方法の検討、つまり登録要約筆

記者に必要な教育を考えることが目的である。

聴覚障害者対象の要約筆記を盲ろう者が依頼す

ることがある。利用可能時間数の不足や、盲ろ

う者向け通訳･介助員の確保が困難な実態から、

移動支援は同行援護を利用し、講演会や会議の

場面では要約筆記、または手話通訳を利用する

という場合がある。要約筆記は、本来聴覚障害

者を対象とする支援であるが、そのような場合

盲ろう者からの依頼に

できないのかを明らかにしておく必要がある。

そのためには、弱視ろう、弱視難聴者など文字

情報支援が必要な人を対象に、アンケートや聞

き取りをするべきである。つまり本研究におい

てはニーズの調査が前提となる。

調査対象は、全国盲ろう協会でまとめた４つ

のパターン（後述）のうち、弱視ろうと弱視難

聴者で、その人に文字情報が必要な状況を調査

する。「厚生労働省平成

盲ろう者に関する実態調査報告書」

年3月 社会福祉法人全国盲ろう者協

）によると、平成

者へのアンケート調査（有効回答

うち視覚障害と聴覚障害の組み合わせの割合は

表のようになっている。

第１回研究委員会・研究作業委員会において、
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本研究は、要約筆記事業を盲ろう者が活用で

きるようにする方法の検討、つまり登録要約筆

記者に必要な教育を考えることが目的である。

象の要約筆記を盲ろう者が依頼す

ることがある。利用可能時間数の不足や、盲ろ

う者向け通訳･介助員の確保が困難な実態から、

を利用し、講演会や会議の

場面では要約筆記、または手話通訳を利用する

という場合がある。要約筆記は、本来聴覚障害

者を対象とする支援であるが、そのような場合

盲ろう者からの依頼に対して何ができて、何が

できないのかを明らかにしておく必要がある。

そのためには、弱視ろう、弱視難聴者など文字

情報支援が必要な人を対象に、アンケートや聞

き取りをするべきである。つまり本研究におい

前提となる。

調査対象は、全国盲ろう協会でまとめた４つ

のパターン（後述）のうち、弱視ろうと弱視難

聴者で、その人に文字情報が必要な状況を調査

する。「厚生労働省平成 24 年度障害者総合福祉

盲ろう者に関する実態調査報告書」

社会福祉法人全国盲ろう者協

）によると、平成 25年 1月時点の盲ろう

者へのアンケート調査（有効回答

うち視覚障害と聴覚障害の組み合わせの割合は

表のようになっている。 
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きるようにする方法の検討、つまり登録要約筆

記者に必要な教育を考えることが目的である。

象の要約筆記を盲ろう者が依頼す

ることがある。利用可能時間数の不足や、盲ろ

う者向け通訳･介助員の確保が困難な実態から、

を利用し、講演会や会議の

場面では要約筆記、または手話通訳を利用する

という場合がある。要約筆記は、本来聴覚障害

者を対象とする支援であるが、そのような場合

何ができて、何が

できないのかを明らかにしておく必要がある。

そのためには、弱視ろう、弱視難聴者など文字

情報支援が必要な人を対象に、アンケートや聞

き取りをするべきである。つまり本研究におい

前提となる。 

調査対象は、全国盲ろう協会でまとめた４つ

のパターン（後述）のうち、弱視ろうと弱視難

聴者で、その人に文字情報が必要な状況を調査

年度障害者総合福祉

盲ろう者に関する実態調査報告書」

社会福祉法人全国盲ろう者協

月時点の盲ろう

者へのアンケート調査（有効回答 2,744 通）の

うち視覚障害と聴覚障害の組み合わせの割合は
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第１回研究委員会・研究作業委員会において、

実態調査の実施について次のような議論がなさ

本研究は、要約筆記事業を盲ろう者が活用で

きるようにする方法の検討、つまり登録要約筆

記者に必要な教育を考えることが目的である。

象の要約筆記を盲ろう者が依頼す
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う者向け通訳･介助員の確保が困難な実態から、

を利用し、講演会や会議の

場面では要約筆記、または手話通訳を利用する

という場合がある。要約筆記は、本来聴覚障害

者を対象とする支援であるが、そのような場合

何ができて、何が

できないのかを明らかにしておく必要がある。

そのためには、弱視ろう、弱視難聴者など文字

情報支援が必要な人を対象に、アンケートや聞

き取りをするべきである。つまり本研究におい

調査対象は、全国盲ろう協会でまとめた４つ

のパターン（後述）のうち、弱視ろうと弱視難

聴者で、その人に文字情報が必要な状況を調査

年度障害者総合福祉

盲ろう者に関する実態調査報告書」

社会福祉法人全国盲ろう者協

月時点の盲ろう

通）の

うち視覚障害と聴覚障害の組み合わせの割合は

厚生労働省平成

盲ろう者に関する実態調査報告書

 

盲ろう者友の会という組織が

あるので、全国盲ろう者協会に登録している盲

ろう者を対象に、盲ろう者友の会と連携して調

査するのがスムーズである。第

者大会静岡大会で、盲ろう者の参加は

あったが、その中でパソコン要約筆記希望者が

20

の割合がおおよそつかめるはずである。ただし、

盲ろう者友の会や全国盲ろう者協会に登録して

ない人も多いという話もある。実際の盲ろう者

の数はもっと多いのに、団体に所属していない

難聴

査対象は実際より狭い範囲になる。（宮崎県の例

では、県の調査で県内の盲ろう者は約

ることが分かっているが、盲ろう者友の会に登

録しているのは

う者は

う者友の会で把握しているのは

の宮崎県と千葉県の例は、後述する聞き取り調

査の中で明らかになった。）
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盲ろう者に関する実態調査報告書

 

盲ろう者友の会という組織が

あるので、全国盲ろう者協会に登録している盲

ろう者を対象に、盲ろう者友の会と連携して調

査するのがスムーズである。第

者大会静岡大会で、盲ろう者の参加は

あったが、その中でパソコン要約筆記希望者が

20人くらいであったことを踏まえると、ニーズ

の割合がおおよそつかめるはずである。ただし、

盲ろう者友の会や全国盲ろう者協会に登録して

ない人も多いという話もある。実際の盲ろう者

の数はもっと多いのに、団体に所属していない

難聴者、ろう者も多いようである。そのため調

査対象は実際より狭い範囲になる。（宮崎県の例

では、県の調査で県内の盲ろう者は約

ることが分かっているが、盲ろう者友の会に登

録しているのは

う者は 300人ほどいるといわれているが、盲ろ

う者友の会で把握しているのは

の宮崎県と千葉県の例は、後述する聞き取り調

査の中で明らかになった。）

24年度障害者総合福祉推進事業

盲ろう者に関する実態調査報告書

盲ろう者友の会という組織が

あるので、全国盲ろう者協会に登録している盲

ろう者を対象に、盲ろう者友の会と連携して調

査するのがスムーズである。第

者大会静岡大会で、盲ろう者の参加は

あったが、その中でパソコン要約筆記希望者が

人くらいであったことを踏まえると、ニーズ

の割合がおおよそつかめるはずである。ただし、

盲ろう者友の会や全国盲ろう者協会に登録して

ない人も多いという話もある。実際の盲ろう者

の数はもっと多いのに、団体に所属していない

者、ろう者も多いようである。そのため調

査対象は実際より狭い範囲になる。（宮崎県の例

では、県の調査で県内の盲ろう者は約

ることが分かっているが、盲ろう者友の会に登

録しているのは 10人である。千葉県では、盲ろ

人ほどいるといわれているが、盲ろ

う者友の会で把握しているのは

の宮崎県と千葉県の例は、後述する聞き取り調

査の中で明らかになった。）

年度障害者総合福祉推進事業

盲ろう者に関する実態調査報告書 P26 

盲ろう者友の会という組織が 45

あるので、全国盲ろう者協会に登録している盲

ろう者を対象に、盲ろう者友の会と連携して調

査するのがスムーズである。第 24回全国盲ろう

者大会静岡大会で、盲ろう者の参加は

あったが、その中でパソコン要約筆記希望者が

人くらいであったことを踏まえると、ニーズ

の割合がおおよそつかめるはずである。ただし、

盲ろう者友の会や全国盲ろう者協会に登録して

ない人も多いという話もある。実際の盲ろう者

の数はもっと多いのに、団体に所属していない

者、ろう者も多いようである。そのため調

査対象は実際より狭い範囲になる。（宮崎県の例

では、県の調査で県内の盲ろう者は約

ることが分かっているが、盲ろう者友の会に登

人である。千葉県では、盲ろ

人ほどいるといわれているが、盲ろ

う者友の会で把握しているのは 30人である。こ

の宮崎県と千葉県の例は、後述する聞き取り調

査の中で明らかになった。） 

 
年度障害者総合福祉推進事業  

45 都道府県に

あるので、全国盲ろう者協会に登録している盲

ろう者を対象に、盲ろう者友の会と連携して調

回全国盲ろう

者大会静岡大会で、盲ろう者の参加は 263人で

あったが、その中でパソコン要約筆記希望者が

人くらいであったことを踏まえると、ニーズ

の割合がおおよそつかめるはずである。ただし、

盲ろう者友の会や全国盲ろう者協会に登録して

ない人も多いという話もある。実際の盲ろう者

の数はもっと多いのに、団体に所属していない

者、ろう者も多いようである。そのため調

査対象は実際より狭い範囲になる。（宮崎県の例

では、県の調査で県内の盲ろう者は約 190人い

ることが分かっているが、盲ろう者友の会に登

人である。千葉県では、盲ろ

人ほどいるといわれているが、盲ろ

人である。こ

の宮崎県と千葉県の例は、後述する聞き取り調

 

都道府県に

あるので、全国盲ろう者協会に登録している盲

ろう者を対象に、盲ろう者友の会と連携して調

回全国盲ろう

人で

あったが、その中でパソコン要約筆記希望者が

人くらいであったことを踏まえると、ニーズ

の割合がおおよそつかめるはずである。ただし、

盲ろう者友の会や全国盲ろう者協会に登録して

ない人も多いという話もある。実際の盲ろう者

の数はもっと多いのに、団体に所属していない

者、ろう者も多いようである。そのため調

査対象は実際より狭い範囲になる。（宮崎県の例

人い

ることが分かっているが、盲ろう者友の会に登

人である。千葉県では、盲ろ

人ほどいるといわれているが、盲ろ

人である。こ

の宮崎県と千葉県の例は、後述する聞き取り調
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B. 研究方法 

１．アンケート質問項目作成 

 

アンケートの作成について、第４回研究作業

委員会まで、以下のような議論がなされた。 

アンケートとしては現状の把握のため、難聴

者向けの要約筆記派遣を利用したことがあるか

ないかを確認する。また、盲ろう者向けの通訳・

介助員派遣でパソコンや手書きの筆記通訳を利

用しているかも確認したい。要約筆記の派遣か、

盲ろう者向けの派遣を使っているのかが見える

と、ニーズがかつかめるかもしれない。現状把

握と本当は何を希望しているのかの２段構えと

いうことになる。盲ろう通訳・介助事業の予算

が不足しているため要約筆記を使うという場合

もあるであろうから「要約筆記だけ」の依頼を

した経験は確認したほうがよさそうである。 

視覚障害については、見えない、見えにくく

なった時期を、聴覚障害については聞こえない、

聞こえにくくなった時期を聞くと、コミュニケ

ーションのベースのタイプが分かる。視覚障害

については、視力だけでなく視野の確認も必要

である。それは視野障害での視覚障害等級もあ

るからである。 

日常的なコミュニケーション手段の受発信を

きくと、それが障害のバロメータとなる。たと

えば、発信は手話で受信は文字であれば、その

人は弱視ろうということになる。文字情報を必

要とすると回答者が答えた場合、そこから何を

きくかが問題である。たとえば、日常的に文字

情報が必要かときき、その文字情報を要約筆記

から得ている人に対して実情と改善策をきくと

いうように、対象と内容を絞ったほうがいい。 

聴覚障害者向けの要約筆記を依頼したことがあ

るか、もしあるとしたら、会場にある要約筆記

で読み取ることができるのか、手元で見たいと

いうニーズはあるのか、隣で表示してもらわな

いと見えないかといったことも訊ねてみる意味

がある。 

全体投影に求めることと個別のノートテイク

に求めることを分けて考えるべきである。全体

投影の要約筆記がある場面では、それを使おう

という発想になるのはやむを得ないことである。

しかし、全体投影を無理して使う現状がある。

そうではなく、盲ろう者が使いたい支援がある

はずである。それを浮き彫りにしたい。 

本研究としては、個別のニーズに対応したパ

ーソナルな支援を検討するほうが、幅広く対応

できる。たとえば、５文字×５行しか読めない

ので要約してゆっくり出してほしいという人や、

視野は狭いが視力はあるので、小さな文字でか

つ要約せずに話し手の微妙な言葉使いも含めて

ほしいという要望もあるかもしれない。パソコ

ンによるノートテイクでは、さらに人によって

設定が違う場合がある。新谷委員は 24文字×７

行で画面を見ているが、宇田川委員は 17文字×

６行で見ている。手書きノートテイクでは、高

齢者には大きな文字で書くこともある。そのよ

うに盲ろう者の個別の使いやすいニーズを洗い

出していきたい。盲ろう者は、現存の要約筆記

に加えて「全体的な状況説明」が入るとうれし

いと答えるかもしれない。そういったニーズが

あるかも知れないのである。 

これらの議論を踏まえ、詳細の質問項目を検討

した。原案に対する意見をもとに修正案が作ら

れ、それをメーリングリスト上で意見交換して

最終的に質問項目を確定させた。 

次ページに、確定し配布した「要約筆記者によ

る盲ろう者支援の在り方に関する研究」アンケ

ート を示す。質問項目が増えたため、アンケー

ト枚数は 10 枚となった。見やすさを考慮して、

B4判の用紙に 20ポイントのフォントサイズで

プリントしたものを使用した。 
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「要約筆記者による盲ろう者支援の在り方に関する研究」アンケート   

        

お住まい   都道府県    区・市・町・村 

    

年代   20歳未満  20代  30代  40代  50代  60代  70才以上  

          

＊ 該当するものに○をつけてください  

＊ 枠内にはわかるところはご記入ください  

      

Ⅰ あなたの障害について 

     

1 見えにくくなったのはいつごろですか    

① 右目   歳ころ        

② 左目   歳ころ        

③ 視野狭窄  あり  なし      

④ 夜盲   あり  なし      

⑤ 現在の視力 右 ．     左  ．     

⑥ 視覚障害の等級 あり   級  なし     

           

   

2 聞こえにくくなったのはいつごろですか     

① 右耳   歳ころ        

② 左耳   歳ころ        

③ 語音明瞭度 良い  悪い       ％ （わかれば）  

④ 現在の聴力 右  ｄB  左  ｄB   

⑤ 聴覚障害の等級 あり   級  なし     

           

   

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

 

1 1人の人との会話         

① 補聴器や人工内耳、FM補聴機器等を使い発言者の声を聞く  はい  いいえ  

② 相手に筆談、手話をしてもらう                            はい  いいえ  

③ 手話通訳者や要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員を使う  はい  いいえ  

④ その他（         ） 
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2 数人の人との会話         

① 補聴器や人工内耳、FM補聴機器等を使い発言者の声を聞く    はい いいえ  

② その場にいる人に耳元で復唱してもらう                         はい いいえ  

③ 手話通訳者や要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員を使う    はい いいえ  

④ その他（         ） 

 

3 多数の人の参加する集まり        

① 補聴器や人工内耳、FM補聴機器等を使い発言者の声を聞く  はい いいえ  

② その場にいる人に耳元で復唱してもらう                      はい いいえ  

③ 手話通者や要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員を使う   はい いいえ  

④ その他（        ）  

   

 

Ⅲ それぞれの場面での見えにくさについて  

    

1 目の前にいる人との会話で相手の口形を見る    

① 薄暗くてもおおよそわかる                    はい いいえ 

② 明るいところでならおおよそわかる            はい いいえ  

③ 明るいところでもよくわからない               はい いいえ  

④ その他（         ）

  

2 机の上の本や資料を読む        

① ふつうの文字でも顔を近づければ読める     はい   いいえ  

② 拡大文字にすれば読める    はい  いいえ 

③ 拡大鏡・拡大読書器を使えば読める  はい  いいえ 

④ その他（         ）

  

3 机の上のパソコンの画面を読む       

① 白黒反転など背景色と文字の色を調整すれば読める        はい いいえ  

② MSゴシックなど、フォントを変えれば読める     はい いいえ 

③ 文字の大きさを変えれば読める                          はい いいえ  

④ その他（        ）  

   

4 2メートルくらい離れた黒板やスクリーンを見る   

① 大きな文字なら読める                         はい いいえ  

② 大きな図なら見える                         はい いいえ  

③ 単眼鏡（遠くの文字を拡大する）等を使えば見える はい いいえ  

④ その他（        ）  
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Ⅳ それぞれの場面での聞こえにくさについて  

   

1 補聴器または人工内耳を利用していますか    

A 利用していない          

① ほとんど効果がない         

② 効果が少ないうえにわずらわしい      

③ 値段が高い          

④ その他（        ）  

 ⇒ Ⅴに進んでください        

B 利用している ⇒ 下の質問に進んでください    

           

補聴器や人工内耳を利用している方のみお答えください   

a 目の前にいる人との会話        

① だいたいわかる                   はい いいえ  

② 相手の口や話し方がよければだいたいわかる    はい いいえ  

③ 半分くらいわかる                はい いいえ  

④ 相手の口や話し方がよければ半分くらいわかる       はい いいえ  

⑤ その他（        ） 

  

b 5人くらいの話し合い        

① 機器や人的な支援がなくてもだいたいわかる  はい いいえ  

② ループがあればわかる              はい いいえ  

③ マイクがあればわかる              はい いいえ  

④ 相手の口や話し方がよければだいたいわかる  はい いいえ  

⑤ その場にいる人に復唱してもらえばわかる   はい いいえ 

⑥ その他（       ） 

   

c 20人くらいの話し合い       

① 機器や人的な支援がなくてもだいたいわかる  はい いいえ 

② ループがあればわかる              はい いいえ  

③ マイクがあればわかる              はい いいえ  

④ 手話通訳があればわかる                 はい いいえ  

⑤ 要約筆記があればわかる                 はい いいえ  

⑥ その場にいる人に復唱してもらえばわかる         はい いいえ 

⑦ その他（        ）  
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Ⅴ 通訳の利用について   

       

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

 

A 利用していない          

① 利用の方法がわからない     はい  いいえ  

② やってくれる知り合いがいない    はい  いいえ  

③ 利用する機会がない     はい  いいえ  

④ 気を使うから      はい  いいえ  

⑤ その他（        ）  

 ⇒ ここで終わりです。ご協力ありがとうございました。   

            

B 利用している   下の質問に進んでください   

    

手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用している方のみ 

お答えください          

  

a  手話通訳を利用する         

① 会議の場面     はい  いいえ  

② 講演や研修等の場面    はい  いいえ  

③ 病院や役所などの場面    はい  いいえ  

④ 学校での授業の場面    はい  いいえ  

⑤ その他（        ）  

 

b  盲ろう者向け通訳・介助員を利用する     

① 会議の場面     はい  いいえ  

② 講演や研修等の場面    はい  いいえ  

③ 病院や役所などの場面    はい  いいえ  

④ 学校での授業の場面    はい  いいえ  

⑤ その他（        ）  

 ⇒ a または b を利用される方はⅥに進んでください   

          

c 要約筆記を利用する    

① 会議の場面     はい  いいえ  

② 講演や研修等の場面    はい  いいえ  

③ 病院や役所などの場面    はい  いいえ  

④ 学校での授業の場面    はい  いいえ  

⑤ その他（        ）  
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d 要約筆記を利用する場合        

① 手書きのスクリーンを近くの席で見る      はい いいえ 

② 手書きのノートテイクを見る   はい いいえ 

③ パソコン要約筆記のスクリーンを近くの席で見る  はい  いいえ  

④ 会場向けのパソコン要約筆記につないで手元で見る はい  いいえ  

⑤ 自分向けのパソコンに入力してもらい手元で見る  はい  いいえ  

⑥ その他（        ）  

          

Ⅵ 公的制度の利用について   

      

1 盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業を利用していますか 

 

A 利用していない         

① 利用の方法がわからないから         はい  いいえ  

② 手帳がないから       はい  いいえ  

③ 申請したが利用条件が合わず断られた    はい  いいえ 

④ 家族・友人に助けてもらう     はい  いいえ 

⑤ 利用する機会がない      はい  いいえ 

⑥ 機会があれば利用したい      はい  いいえ 

⑦ その他（       ）  

 ⇒ ２に進んでください        

 

B 利用している  下の質問に進んでください   

① よく利用する    はい  いいえ  

② たまに利用する    はい  いいえ  

③ 利用したことがある   はい  いいえ  

 

2 要約筆記者派遣事業を利用していますか     

 

A 利用していない          

① 利用の方法がわからないから      はい  いいえ  

② 手帳がないから    はい  いいえ  

③ 申請したが利用条件が合わず断られた はい  いいえ 

④ 家族・友人に助けてもらう  はい  いいえ  

⑤ 利用する機会がない   はい  いいえ  

⑥ 機会があれば利用したい        はい  いいえ  

⑦ その他（        ）  

 ⇒ ここで終わりです。ご協力ありがとうございました。    
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B 利用している   下の質問に進んでください   

① よく利用する               はい  いいえ 

② たまに利用する                  はい  いいえ 

③ 盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業が使えないとき利用する   はい  いいえ 

 ⇒ ここで終わりです。ご協力ありがとうございました。

                            

 

２．アンケートの依頼先の検討 

 

研究作業委員会での議論の結果、アンケート

の送付先については、全国盲ろう者協会を通し

て、加盟団体に依頼することになった。また、

難聴は自覚しているが視覚障害を自覚していな

い人が難聴者協会に所属している。そういった

人も含めて、難聴者協会や情報提供施設協議会

を通じて、把握している対象者の範囲で依頼す 

ることになった。 

最終的には、全国盲ろう者協会、全国聴覚障

害者情報提供施設協議会、全日本難聴者・中途

失聴者団体連合会から紹介を受けた団体に配布

した。 

全国盲ろう者協会から紹介を受けた 49団体、

全聴情協から紹介を受けた 52団体、全難聴から

紹介を受けた 57 団体の合計 158 団体に、封筒

とアンケート質問回答用紙のセットを 10 セッ

トずつ送った。対象者については各団体の支部

が把握している障害の状況によって選定しても

らった。 

各団体は、返信用封筒とアンケート質問回答

用紙を対象者に配布、返送は回答者が直接郵送

するという方式で回答を依頼した。アンケート

協力者への依頼文は、見やすさを考慮して、B4

判の用紙に 20 ポイントのフォントサイズでプ

リントしたものを配布した。各団体に送った封

筒と回答用紙のセットは、そこから先について

は留め置きや郵送で対象者に届けられた。返信

は直接郵送で送り返してもらう方式である。 

 

 

C．研究と考察 

 

2015年11月10日から各団体へのアンケート

用紙と返信用封筒のセットの配布を開始した。 

回収期限としては当初 2015 年 11 月 25 日を設

定したが、対象者本人が直接設問を読み回答を

書き込み、また返信するといった作業が難しい

場合があるため、実施期間に余裕を持たせて最

終的には 2016 年１月５日までに返送されてき

た 131通を分析の対象とした。 

返送されてきたアンケート用紙については、

ナンバリングしたあと Excel にデータを入力し、

その後、読み上げソフトで誤入力のチェックを

行った。 

  

１．アンケート質問項目とデータクリーニング 

 

表２に、アンケート質問項目と実際の回答に

記入されていた例外値の例を示す。たとえば「聴

覚障害等級」の回答では、無回答、２級以上だ

と認識と回答、（聴覚障害等級は２級以下しかな

いにも関わらず）１や５と回答、２と回答し余

白部分に「視覚障害と合わせて総合１種１級」

とコメント、３と回答し余白に「聴覚と視力で

２級」とコメント、などと様々で、プリテスト

だけではこの例外値を事前に予測することがで

きなかった。そのため、分析に使うデータとし

ては、例外値回答の内容をつかみ取って使用す

ることとし、できるだけ除外しない方針で進め

た。 
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表―２ アンケート質問項目と記入されていた例外値 

大分類（略記） 
設問
番号 

小分類 
（略記） 

回答指示 
内容 

例外値の例 

フェイスシート 

 
都道府県 （  ） 市を記入 

 
市区町村 

（  ）市・区・
町・村 

広島市の区を記入 

 
年代 

20 歳未満、
20代、30代、
40代、50代、
60 代、70 才
以上 

無回答 

あなたの障害 
見えにくくなっ
たのは 

Ｉ１① 右目障害年齢 （  ）歳ごろ 

無回答 ？ 生まれつき ２段
階で悪くなった 老眼の度数を
記入 忘れた ○○歳代 徐々
に 

Ｉ１② 左目障害年齢 （  ）歳ごろ 右目と同様 
Ｉ１③ 視野狭窄 あり なし 無回答 
Ｉ１④ 夜盲 あり なし 無回答 

Ｉ１⑤ 現在の右視力 右（  ） 

無回答 ？ 不明 分からない 
手動弁 ○○以下、○○～○
○ 計測不能 人工レンズ入り
視力 光覚 全盲 0.002 

Ｉ１⑤ 現在の左視力 左（  ） 右視力と同様 
Ｉ１⑥ 視覚障害有無 あり なし 無回答 なし／申請中 

Ｉ１⑥ 視覚障害等級 （  ）級 
無回答 6 級以下 覚えていな
い 

あなたの障害 
聞こえにくくな
ったのは 

Ｉ２① 右耳障害年齢 （  ）歳ごろ 
生まれつき 乳幼児期 生まれ
てすぐ いつのまにか 推定 
○歳後半 

Ｉ２② 左耳障害年齢 （  ）歳ごろ 右耳と同様 
Ｉ２③ 語音明瞭度 良い 悪い 

 
Ｉ２③ 語音明瞭度％ 

（  ）％（わか
れば） 

○％以下 

Ｉ２④ 現在の右聴力 （  ）ｄB 

無回答 左右100dB以上 耳と
して機能していない状態。詳し
い dB は記述不可 スケールア
ウト 先天性ろう 人工内耳 
80？ 100／全ろう 100↑ 0 
0.8 133 

Ｉ２④ 現在の左聴力 （  ）ｄB 左聴力と同様 
Ｉ２⑤ 聴覚障害有無 あり なし 無回答 

Ｉ２⑤ 聴覚障害等級 （  ）級 

無回答 2 級以上だと認識 1 
5 2 と回答しコメントに視覚障
害と合わせて総合 1種 1 級 3
と回答しコメントに聴覚と視力
で 2級 
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日常音声入手
手段 1 人との
会話 

ＩＩ１① 1対1会話補聴器 はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○ Ｉ
Ｖ１Ａ以降で逆の答え 

ＩＩ１② 1 対 1 会話筆談 はい いいえ 無回答 

ＩＩ１③ 
1 対 1 会話手話・
要約・盲ろう通訳 

はい いいえ 無回答 ときどき 

ＩＩ１④ 1対 1会話その他 （  ） 
 

日常音声入手
手段 数人と
の会話 

ＩＩ２① 数人会話補聴器 はい いいえ 
無回答 ＩＶ１Ａ以降で逆の回
答 

ＩＩ２② 数人会話復唱 はい いいえ 無回答 

ＩＩ２③ 
数人会話手話・
要約・盲ろう通訳 

はい いいえ 
無回答 質問文章中に○が付
いている 

ＩＩ２④ 数人会話その他 （  ） 
 

日常音声入手
手段 多人数
集まり 

ＩＩ３① 
多人数会話補聴
器 

はい いいえ 
無回答 ＩＶ１Ａ以降で逆の回
答 

ＩＩ３② 多人数会話復唱 はい いいえ 無回答 いいえ△ 

ＩＩ３③ 
多人数会話手
話・要約・盲ろう
通訳 

はい いいえ 無回答 はい△ 

ＩＩ３④ 
多人数会話その
他 

（  ） 
 

見えにくさ 目
の前の人との
会話 

ＩＩＩ１① 
目の前会話薄暗
くても可 

はい いいえ 
無回答 かすかに ここははい
で次の質問にもはい 質問前
の数字に○が付いている 

ＩＩＩ１② 
目の前会話明る
いなら可 

はい いいえ 
無回答 かすみあり ここでは
いで次の質問にもはい 質問
前の数字に○が付いている 

ＩＩＩ１③ 
目の前会話明るく
ても不可 

はい いいえ 

無回答 質問文章中に○が付
いている 質問前の数字に○
が付いている 明るいと不可 
明るすぎても暗すぎてもだめ 

ＩＩＩ１④ 
目の前会話見え
にくさその他 

（  ） 目の障害なし 

見えにくさ 机
上の本や資料 

ＩＩＩ２① 
読書ふつう文字
で可 

はい いいえ 
無回答 ここではいで次の質問
にもはい 

ＩＩＩ２② 
読書拡大文字で
可 

はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○が
付いている はい？ はい△ 

ＩＩＩ２③ 読書拡大鏡で可 はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○が
付いている はい？ 使用しな
い 

ＩＩＩ２④ 
読書見えにくさそ
の他 

（  ） 
 

見えにくさ 机
上のパソコン 

ＩＩＩ３① 
パソコン画面色変
更で可 

はい いいえ 
無回答 「はい」と「いいえ」の
間に印がある 

ＩＩＩ３② 
パソコン画面フォ
ント種で可 

はい いいえ 
無回答 はい白黒反転で、白
黒反転は無回答 はい△ 

ＩＩＩ３③ 
パソコン画面文字
大きさで可 

はい いいえ 
無回答 はい？ 質問前の数
字に○が付いている 



15 
 

ＩＩＩ３④ 
パソコン画面見え
にくさその他 

（  ） 
 

見えにくさ 
2m 離れた黒
板やスクリーン 

ＩＩＩ４① 
黒板文字大きさ
で可 

はい いいえ 無回答 はい？ はい△ 

ＩＩＩ４② 
黒板大きな図なら
可 

はい いいえ 無回答 はい？ △ はい△ 

ＩＩＩ４③ 黒板単眼鏡で可 はい いいえ 
無回答 使わない、使ったこと
がない 

ＩＩＩ４④ 
黒板見えにくさそ
の他 

（  ） 目の障害なし 

聞こえにくさと
補聴器・人工
内耳の利用有
無と使わない
理由 

ＩＶ１Ａ 補聴器利用有無 
利用していな
い （利用し
ている） 

無回答 ＩＩ１①と逆の回答 質
問文章中に○が付いている 
質問前の数字に○が付いてい
る 

ＩＶ１Ａ
① 
補聴器利用しな
い理由効果なし 

数字に丸 
無回答 利用するのに利用し
ない理由を記入 

ＩＶ１Ａ
② 

補聴器利用しな
い理由わずらわし
い 

数字に丸 
無回答 利用するのに利用し
ない理由を記入 

ＩＶ１Ａ
③ 
補聴器利用しな
い理由値段高い 

数字に丸 
無回答 利用するのに利用し
ない理由を記入 

ＩＶ１Ａ
④ 
補聴器利用しな
い理由その他 

（  ） 
 

聞こえにくさと
補聴器・人工
内耳の利用 
目の前の人と
の会話 

ＩＶ１Ｂ
ａ① 
補聴器利用目の
前会話だいたい 

はい いいえ 
無回答 質問文章中に○が付
いている 質問前の数字に○
が付いている 

ＩＶ１Ｂ
ａ② 

補聴器利用目の
前会話よければ
だいたい 

はい いいえ 無回答 

ＩＶ１Ｂ
ａ③ 
補聴器利用目の
前会話半分 

はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○が
付いている 

ＩＶ１Ｂ
ａ④ 

補聴器利用目の
前会話よければ
半分 

はい いいえ 

無回答 「設問がおかしい」私
たちにとっては聞こえた分が
100％。聞こえなかった範囲は
不明。 

ＩＶ１Ｂ
ａ⑤ 
補聴器利用目の
前会話その他 

（  ） 
 

聞こえにくさと
補聴器・人工
内耳の利用 
5人ぐらいの話
し合い 

ＩＶ１Ｂ
ｂ① 
補聴器利用 5人
会話だいたい 

はい いいえ 無回答 

ＩＶ１Ｂ
ｂ② 
補聴器利用 5人
会話ループ 

はい いいえ 
無回答 使ったことがないので
わからない はい／△ （ルー
プがあればわかる）時もある。 

ＩＶ１Ｂ
ｂ③ 
補聴器利用 5人
会話マイク 

はい いいえ 
無回答 （マイクがあればわか
る）時もある。 「はい」と「いい
え」の間に印がある ？ 

ＩＶ１Ｂ
ｂ④ 
補聴器利用 5人
会話よければだ

はい いいえ 無回答 いいえ／△ ？ 
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いたい 
ＩＶ１Ｂ
ｂ⑤ 
補聴器利用 5人
会話復唱 

はい いいえ 無回答 

ＩＶ１Ｂ
ｂ⑥ 
補聴器利用 5人
会話その他 

（  ） 
 

聞こえにくさと
補聴器・人工
内耳の利用 
20 人ぐらいの
話し合い 

ＩＶ１Ｂ
ｃ① 
補聴器利用 20 人
会話だいたい 

はい いいえ 無回答 

ＩＶ１Ｂ
ｃ② 
補聴器利用 20 人
会話ループ 

はい いいえ 
無回答 使ったことがないので
わからない はい／いいえ は
い／△ ？ 

ＩＶ１Ｂ
ｃ③ 
補聴器利用 20 人
会話マイク 

はい いいえ 
無回答 ？ 「はい」と「いいえ」
の間に印がある 

ＩＶ１Ｂ
ｃ④ 
補聴器利用 20 人
会話手話通訳 

はい いいえ 
無回答 いいえ／手話できま
せん いいえ／△ 

ＩＶ１Ｂ
ｃ⑤ 
補聴器利用 20 人
会話要約筆記 

はい いいえ 

無回答 使ったことがないので
わかりません 「はい」と「いい
え」の間に印がある 質問前の
数字に○が付いている 

ＩＶ１Ｂ
ｃ⑥ 
補聴器利用 20 人
会話復唱 

はい いいえ 
無回答 質問文章中に○が付
いている いいえ／△ 

ＩＶ１Ｂ
ｃ⑦ 
補聴器利用 20 人
会話その他 

（  ） 
 

通訳利用 有
無と使わない
理由 

Ｖ１Ａ 通訳利用有無 
利用していな
い （利用し
ている） 

無回答 質問前の数字に○が
付いている 

Ｖ１Ａ
① 
通訳利用しない
理由方法不明 

はい いいえ 無回答 

Ｖ１Ａ
② 
通訳利用しない
理由知り合いなし 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

Ｖ１Ａ
③ 
通訳利用しない
理由機会なし 

はい いいえ 無回答 

Ｖ１Ａ
④ 
通訳利用しない
理由気を使う 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

Ｖ１Ａ
⑤ 
通訳利用しない
理由その他 

（  ） 
 

通訳利用 手
話通訳利用有
無と場面 

Ｖ１Ｂａ 
手話通訳利用有
無 

【下記に回答
していれば 
利用ありとみ
なす】 

 

Ｖ１Ｂａ
① 
手話通訳利用会
議 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 はい／△ 質問前の数字
に○が付いている 

Ｖ１Ｂａ
② 
手話通訳利用講
演 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 はい／△ 質問前の数字
に○が付いている 

Ｖ１Ｂａ
③ 
手話通訳利用病
院 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 いいえ／△ 
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Ｖ１Ｂａ
④ 
手話通訳利用授
業 

はい いいえ 
無回答 行かない いいえ／な
し 

Ｖ１Ｂａ
⑤ 
手話通訳利用そ
の他 

（  ） 
 

通訳利用 盲
ろう者向け通
訳・介助員利
用有無と場面 

Ｖ１Ｂｂ 
盲ろう通訳利用
有無 

【下記に回答
していれば 
利用ありとみ
なす】 

質問文章中に○が付いている 

Ｖ１Ｂｂ
① 
盲ろう通訳利用
会議 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 

Ｖ１Ｂｂ
② 
盲ろう通訳利用
講演 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 

Ｖ１Ｂｂ
③ 
盲ろう通訳利用
病院 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 

Ｖ１Ｂｂ
④ 
盲ろう通訳利用
授業 

はい いいえ 
無回答 行かない いいえ／な
し 

Ｖ１Ｂｂ
⑤ 
盲ろう通訳利用そ
の他 

（  ） 
 

通訳利用 要
約筆記利用有
無と場面 

Ｖ１Ｂｃ 
要約筆記利用有
無 

【下記に回答
していれば 
利用ありとみ
なす】 

 

Ｖ１Ｂｃ
① 
要約筆記利用会
議 

はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○が
付いている はい／△ 利用無
しではいと回答 

Ｖ１Ｂｃ
② 
要約筆記利用講
演 

はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○が
付いている はい／△ 利用無
しではいと回答 

Ｖ１Ｂｃ
③ 
要約筆記利用病
院 

はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○が
付いている 利用無しではいと
回答 

Ｖ１Ｂｃ
④ 
要約筆記利用授
業 

はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○が
付いている いいえ／なし 利
用無しではいと回答 

Ｖ１Ｂｃ
⑤ 
要約筆記利用そ
の他 

（  ） 
質問前の数字に○が付いてい
る はい 

通訳利用 要
約筆記利用 
要約筆記種類 

Ｖ１Ｂｄ
① 
要約筆記利用手
書きスクリーン 

はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○が
付いている いいえ／△ ？ 
利用無しではいと回答 

Ｖ１Ｂｄ
② 
要約筆記利用手
書きテイク 

はい いいえ 
無回答 ？ 利用無しではいと
回答 

Ｖ１Ｂｄ
③ 
要約筆記利用パ
ソコンスクリーン 

はい いいえ 
無回答 はい／△ ？ 利用無
しではいと回答 

Ｖ１Ｂｄ
④ 
要約筆記利用パ
ソコン手元 

はい いいえ 
無回答 いいえ／△ はい
／？？ ？ 見たい 利用無し
ではいと回答 
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Ｖ１Ｂｄ
⑤ 
要約筆記利用パ
ソコンテイク 

はい いいえ 

無回答 ？ いいえ／△／主
催側が用意してくれるところも
ある。 文字は７０～８０ポイント
の大きさで読むのに時間がか
かり過ぎて周りの方についてい
けない。 

Ｖ１Ｂｄ
⑥ 
要約筆記利用そ
の他 

（  ） 
 

公的盲ろう者
向け通訳・介
助員派遣事業
利用 有無と
使わない理由 

ＶＩ１Ａ 
公的盲ろう通訳
利用有無 

利用していな
い （利用し
ている） 

無回答 質問前の数字に○が
付いている なし／年に１～２
回は行事で利用していますが、
ほとんどしていないようなもので
す。 

ＶＩ１Ａ
① 

公的盲ろう通訳
利用しない理由
方法不明 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

ＶＩ１Ａ
② 

公的盲ろう通訳
利用しない理由
手帳なし 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

ＶＩ１Ａ
③ 

公的盲ろう通訳
利用しない理由
条件外 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

ＶＩ１Ａ
④ 

公的盲ろう通訳
利用しない理由
家族支援 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 質問前の数字に
○が付いている 

ＶＩ１Ａ
⑤ 

公的盲ろう通訳
利用しない理由
機会なし 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

ＶＩ１Ａ
⑥ 

公的盲ろう通訳
利用しないが利
用希望 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 質問前の数字に
○が付いている 

ＶＩ１Ａ
⑦ 

公的盲ろう通訳
利用しない理由
その他 

（  ） 
 

公的盲ろう者
向け通訳・介
助員派遣事業
利用 頻度 

ＶＩ１Ｂ
① 
公的盲ろう通訳
利用よく利用 

はい いいえ 
無回答 はい／いいえ 利用
無しではいと回答 

ＶＩ１Ｂ
② 
公的盲ろう通訳
利用たまに利用 

はい いいえ 
無回答 質問前の数字に○が
付いている 利用無しではいと
回答 

ＶＩ１Ｂ
③ 

公的盲ろう通訳
利用利用したこと
あり 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 

公的要約筆記
派遣事業利用 
有無と使わな
い理由 

ＶＩ２Ａ 
公的要約筆記利
用有無 

利用していな
い （利用し
ている） 

 

ＶＩ２Ａ
① 

公的要約筆記利
用しない理由方
法不明 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 
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ＶＩ２Ａ
② 

公的要約筆記利
用しない理由手
帳なし 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

ＶＩ２Ａ
③ 

公的要約筆記利
用しない理由条
件外 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

ＶＩ２Ａ
④ 

公的要約筆記利
用しない理由家
族支援 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

ＶＩ２Ａ
⑤ 

公的要約筆記利
用しない理由機
会なし 

はい いいえ 
無回答 利用ありで使用しない
理由を回答 

ＶＩ２Ａ
⑥ 

公的要約筆記利
用しないが利用
希望 

はい いいえ 無回答 利用ありではいと回答 

ＶＩ２Ａ
⑦ 

公的要約筆記利
用しない理由そ
の他 

（  ） 
 

公的要約筆記
派遣事業利用 
頻度 

ＶＩ２Ｂ
① 
公的要約筆記利
用よく利用 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 よく利用とたまに利用を回
答 

ＶＩ２Ｂ
② 
公的要約筆記利
用たまに利用 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 よく利用とたまに利用を回
答 

ＶＩ２Ｂ
③ 

公的要約筆記利
用盲ろう通訳が使
えないとき 

はい いいえ 
無回答 利用無しではいと回
答 

 

２．単純集計 

アンケートの単純集計結果を表―３に示す。

聴覚障害はあるが視覚障害のない人が 18 人回

答していたため、その回答は除外して集計・分

析することとした。 

 

 

表―３ アンケート単純集計結果 
大分類 
（略記） 

設問番号 
小分類 
（略記） 

集計した回答 人数 構成比 

あなたの
障害 見
えにくく
なったの
は 

Ｉ１⑥ 視覚障害有無 あり 113 86.3% 

あなたの
障害 聞
こえにく
くなった
のは 

Ｉ２⑤ 聴覚障害有無 あり 131 100% 

これ以降は n＝113で集計 
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日常音
声入手
手段 1
人との会
話 

ＩＩ１① 1 対 1 会話補聴器 はい 51 45.1% 
ＩＩ１② 1 対 1 会話筆談 はい 81 71.7% 

ＩＩ１③ 
1 対 1会話手話・要約・盲
ろう通訳 

はい 85 75.2% 

ＩＩ１④ 1 対 1 会話その他      
日常音
声入手
手段 数
人との会
話 

ＩＩ２① 数人会話補聴器 はい 43 38.1% 
ＩＩ２② 数人会話復唱 はい 36 31.9% 

ＩＩ２③ 
数人会話手話・要約・盲
ろう通訳 

はい 92 81.4% 

ＩＩ２④ 数人会話その他      
日常音
声入手
手段 多
人数集
まり 

ＩＩ３① 多人数会話補聴器 はい 38 33.6% 
ＩＩ３② 多人数会話復唱 はい 32 28.3% 

ＩＩ３③ 
多人数会話手話・要約・
盲ろう通訳 

はい 100 88.5% 

ＩＩ３④ 多人数会話その他      

見えにく
さ 目の
前の人と
の会話 

ＩＩＩ１① 目の前会話薄暗くても可 はい 8 7.1% 
ＩＩＩ１② 目の前会話明るいなら可 はい 52 46.0% 

ＩＩＩ１③ 
目の前会話明るくても不
可 

はい 49 43.4% 

ＩＩＩ１④ 
目の前会話見えにくさそ
の他 

     

見えにく
さ 机上
の本や
資料 

ＩＩＩ２① 読書ふつう文字で可 はい 29 25.7% 
ＩＩＩ２② 読書拡大文字で可 はい 58 51.3% 
ＩＩＩ２③ 読書拡大鏡で可 はい 90 79.6% 
ＩＩＩ２④ 読書見えにくさその他      

見えにく
さ 机上
のパソコ
ン 

ＩＩＩ３① パソコン画面色変更で可 はい 70 61.9% 

ＩＩＩ３② 
パソコン画面フォント種で
可 

はい 57 50.4% 

ＩＩＩ３③ 
パソコン画面文字大きさ
で可 

はい 81 71.7% 

ＩＩＩ３④ 
パソコン画面見えにくさそ
の他 

     

見えにく
さ 2m
離れた
黒板や
スクリー
ン 

ＩＩＩ４① 黒板文字大きさで可 はい 45 39.8% 
ＩＩＩ４② 黒板大きな図なら可 はい 45 39.8% 
ＩＩＩ４③ 黒板単眼鏡で可 はい 29 25.7% 

ＩＩＩ４④ 黒板見えにくさその他      

聞こえに
くさと補
聴器・人
工内耳
の利用
有無と使
わない
理由 

ＩＶ１Ａ 補聴器利用有無 
利用していな
い 
（利用有） 

48 
（65） 

42.5% 
（57.5%） 

ＩＶ１Ａ① 
補聴器利用しない理由効
果なし 

効果なし 27 23.9% 

ＩＶ１Ａ② 
補聴器利用しない理由わ
ずらわしい 

わずらわしい 4 3.5% 

ＩＶ１Ａ③ 
補聴器利用しない理由値
段高い 

値段が高い 0 0% 
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ＩＶ１Ａ④ 
補聴器利用しない理由そ
の他 

     

聞こえに
くさと補
聴器・人
工内耳
の利用 
目の前
の人との
会話 

ＩＶ１Ｂａ① 
補聴器利用目の前会話
だいたい 

はい 37 32.7% 

ＩＶ１Ｂａ② 
補聴器利用目の前会話
よければだいたい 

はい 28 24.8% 

ＩＶ１Ｂａ③ 
補聴器利用目の前会話
半分 

はい 21 18.6% 

ＩＶ１Ｂａ④ 
補聴器利用目の前会話
よければ半分 

はい 26 23.0% 

ＩＶ１Ｂａ⑤ 
補聴器利用目の前会話
その他 

     

聞こえに
くさと補
聴器・人
工内耳
の利用 
5 人ぐら
いの話し
合い 

ＩＶ１Ｂｂ① 
補聴器利用5人会話だい
たい 

はい 4 3.5% 

ＩＶ１Ｂｂ② 
補聴器利用 5人会話ル
ープ 

はい 16 14.2% 

ＩＶ１Ｂｂ③ 
補聴器利用 5人会話マイ
ク 

はい 17 15.0% 

ＩＶ１Ｂｂ④ 
補聴器利用 5人会話よけ
ればだいたい 

はい 16 14.2% 

ＩＶ１Ｂｂ⑤ 
補聴器利用 5人会話復
唱 

はい 37 32.7% 

ＩＶ１Ｂｂ⑥ 
補聴器利用5人会話その
他 

     

聞こえに
くさと補
聴器・人
工内耳
の利用 
20人ぐら
いの話し
合い 

ＩＶ１Ｂｃ① 
補聴器利用 20 人会話だ
いたい 

はい 2 1.8% 

ＩＶ１Ｂｃ② 
補聴器利用 20 人会話ル
ープ 

はい 13 11.5% 

ＩＶ１Ｂｃ③ 
補聴器利用 20 人会話マ
イク 

はい 16 14.2% 

ＩＶ１Ｂｃ④ 
補聴器利用 20 人会話手
話通訳 

はい 20 17.7% 

ＩＶ１Ｂｃ⑤ 
補聴器利用 20 人会話要
約筆記 

はい 26 23.0% 

ＩＶ１Ｂｃ⑥ 
補聴器利用 20 人会話復
唱 

はい 32 28.3% 

ＩＶ１Ｂｃ⑦ 
補聴器利用 20 人会話そ
の他 

     

通訳利
用 有無
と使わな
い理由 

Ｖ１Ａ 通訳利用有無 
利用していな
い 
（利用有） 

13 
（100） 

11.5% 
（88.5%） 

Ｖ１Ａ① 
通訳利用しない理由方法
不明 

はい 2 1.8% 

Ｖ１Ａ② 
通訳利用しない理由知り
合いなし 

はい 2 1.8% 

Ｖ１Ａ③ 
通訳利用しない理由機会
なし 

はい 6 5.3% 
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Ｖ１Ａ④ 
通訳利用しない理由気を
使う 

はい 2 1.8% 

Ｖ１Ａ⑤ 
通訳利用しない理由その
他 

     

通訳利
用 手話
通訳利
用有無と
場面 

Ｖ１Ｂａ 手話通訳利用有無 利用している 50 44.2% 

Ｖ１Ｂａ① 手話通訳利用会議 はい 40 35.4% 
Ｖ１Ｂａ② 手話通訳利用講演 はい 41 36.3% 
Ｖ１Ｂａ③ 手話通訳利用病院 はい 40 35.4% 
Ｖ１Ｂａ④ 手話通訳利用授業 はい 15 13.3% 
Ｖ１Ｂａ⑤ 手話通訳利用その他      

通訳利
用 盲ろ
う者向け
通訳・介
助員利
用有無と
場面 

Ｖ１Ｂｂ 盲ろう通訳利用有無 利用している 86 76.1% 

Ｖ１Ｂｂ① 盲ろう通訳利用会議 はい 72 63.7% 
Ｖ１Ｂｂ② 盲ろう通訳利用講演 はい 77 68.1% 
Ｖ１Ｂｂ③ 盲ろう通訳利用病院 はい 69 61.1% 
Ｖ１Ｂｂ④ 盲ろう通訳利用授業 はい 17 15.0% 
Ｖ１Ｂｂ⑤ 盲ろう通訳利用その他      

通訳利
用 要約
筆記利
用有無と
場面 

Ｖ１Ｂｃ 要約筆記利用有無 利用している 41 36.3% 

Ｖ１Ｂｃ① 要約筆記利用会議 はい 28 24.8% 
Ｖ１Ｂｃ② 要約筆記利用講演 はい 32 28.3% 
Ｖ１Ｂｃ③ 要約筆記利用病院 はい 21 18.6% 
Ｖ１Ｂｃ④ 要約筆記利用授業 はい 8 7.1% 
Ｖ１Ｂｃ⑤ 要約筆記利用その他      

通訳利
用 要約
筆記利
用 要約
筆記種
類 

Ｖ１Ｂｄ① 
要約筆記利用手書きスク
リーン 

はい 17 15.0% 

Ｖ１Ｂｄ② 
要約筆記利用手書きテイ
ク 

はい 25 22.1% 

Ｖ１Ｂｄ③ 
要約筆記利用パソコンス
クリーン 

はい 23 20.4% 

Ｖ１Ｂｄ④ 
要約筆記利用パソコン手
元 

はい 18 15.9% 

Ｖ１Ｂｄ⑤ 
要約筆記利用パソコンテ
イク 

はい 18 15.9% 

Ｖ１Ｂｄ⑥ 要約筆記利用その他      

公的盲
ろう者向
け通訳・
介助員
派遣事
業利用 
有無と使
わない
理由 

ＶＩ１Ａ 公的盲ろう通訳利用有無 
利用していな
い 
（利用有） 

24 
（89） 

21.2% 
（78.8%） 

ＶＩ１Ａ① 
公的盲ろう通訳利用しな
い理由方法不明 

はい 1 0.9% 

ＶＩ１Ａ② 
公的盲ろう通訳利用しな
い理由手帳なし 

はい 1 0.9% 

ＶＩ１Ａ③ 
公的盲ろう通訳利用しな
い理由条件外 

はい 3 2.7% 

ＶＩ１Ａ④ 
公的盲ろう通訳利用しな
い理由家族支援 

はい 13 11.5% 
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ＶＩ１Ａ⑤ 
公的盲ろう通訳利用しな
い理由機会なし 

はい 6 5.3% 

ＶＩ１Ａ⑥ 
公的盲ろう通訳利用しな
いが利用希望 

はい 11 9.7% 

ＶＩ１Ａ⑦ 
公的盲ろう通訳利用しな
い理由その他 

     

公的盲
ろう者向
け通訳・
介助員
派遣事
業利用 
頻度 

ＶＩ１Ｂ① 
公的盲ろう通訳利用よく
利用 

はい 64 56.6% 

ＶＩ１Ｂ② 
公的盲ろう通訳利用たま
に利用 

はい 20 17.7% 

ＶＩ１Ｂ③ 
公的盲ろう通訳利用利用
したことあり 

はい 5 4.4% 

公的要
約筆記
派遣事
業利用 
有無と使
わない
理由 

ＶＩ２Ａ 公的要約筆記利用有無 
利用していな
い 
（利用有） 

81 
（32） 

71.7% 
（28.3%） 

ＶＩ２Ａ① 
公的要約筆記利用しない
理由方法不明 

はい 4 3.5% 

ＶＩ２Ａ② 
公的要約筆記利用しない
理由手帳なし 

はい 1 0.9% 

ＶＩ２Ａ③ 
公的要約筆記利用しない
理由条件外 

はい 3 2.7% 

ＶＩ２Ａ④ 
公的要約筆記利用しない
理由家族支援 

はい 11 9.7% 

ＶＩ２Ａ⑤ 
公的要約筆記利用しない
理由機会なし 

はい 7 6.2% 

ＶＩ２Ａ⑥ 
公的要約筆記利用しない
が利用希望 

はい 14 12.4% 

ＶＩ２Ａ⑦ 
公的要約筆記利用しない
理由その他 

     

公的要
約筆記
派遣事
業利用 
頻度 

ＶＩ２Ｂ① 
公的要約筆記利用よく利
用 

はい 16 14.2% 

ＶＩ２Ｂ② 
公的要約筆記利用たまに
利用 

はい 14 12.4% 

ＶＩ２Ｂ③ 
公的要約筆記利用盲ろう
通訳が使えないとき 

はい 10 8.8% 
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３．クロス集計による分析 

 

 視覚障害ありの 113人の回答に対して各質問

項目をクロス集計した結果を以下に示す。 

表４に回答者の居住県を示す。39都道府県から

回答が得られた。 

 

表―４ 回答者の居住県 

都道府県 人数 構成比 

愛知 9 8.0% 

愛媛 1 0.9% 

茨城 3 2.7% 

沖縄 7 6.2% 

岩手 1 0.9% 

岐阜 1 0.9% 

宮崎 1 0.9% 

宮城 2 1.8% 

京都 3 2.7% 

熊本 2 1.8% 

群馬 4 3.5% 

広島 1 0.9% 

香川 3 2.7% 

埼玉 4 3.5% 

三重 3 2.7% 

山形 1 0.9% 

山口 6 5.3% 

滋賀 2 1.8% 

鹿児島 2 1.8% 

秋田 2 1.8% 

新潟 3 2.7% 

神奈川 4 3.5% 

静岡 4 3.5% 

石川 1 0.9% 

千葉 9 8.0% 

大阪 4 3.5% 

大分 2 1.8% 

長崎 1 0.9% 

長野 1 0.9% 

鳥取 3 2.7% 

東京 3 2.7% 
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徳島 2 1.8% 

栃木 1 0.9% 

富山 1 0.9% 

福井 1 0.9% 

福岡 4 3.5% 

福島 2 1.8% 

兵庫 6 5.3% 

北海道 2 1.8% 

無回答 1 0.9% 

総計 113 100.0% 

 

表―５に回答者の年齢構成を示す。50～70代を中心に回答が得られた。 

 

 

  表―５ 回答者の年齢構成 

年代 人数 構成比 

20歳未満  0% 

20代 4 3.5% 

30代 11 9.7% 

40代 18 15.9% 

50代 24 21.2% 

60代 31 27.4% 

70歳以上 23 20.4% 

無回答 2 1.8% 

総計 113 100.0% 

 

 

表―６に回答者の視覚障害等級と聴覚障害等

級の状況を示す。アンケート質問項目とデータ

クリーニングの項で述べたように、聴覚障害の

質問項目で１級や５級と回答したアンケートは

そのまま採用している。身体障害者福祉法によ

れば、聴覚障害等級としては、２級３級４級６

級はあるが、１級と５級は規定されていない。

今回の聴覚障害の質問項目で１級や５級と回答

した人が 15 人（１割以上）あった理由として、

「自治体が聴覚障害に伴う言語障害もしくは平

衡機能障害に該当するものについて、その等級 

 

の指数を合算したものを聴覚障害の等級として

扱っていると考えられる」（調査報告 盲ろう者

（視覚聴覚二重障害者）における身体障害者手

帳の交付状況の実態―自治体を対象とした全国

調査から― 前田晃秀 社会福祉学第 56 巻第４

号 P102 2016年２月）といった点があげられる

であろう。 
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表―６ 回答者の視覚障害等級と聴覚障害等級 

 聴覚障害等級 

視覚障害等

級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 
無回答 総計 構成比 

1 9 6 1 4 
 

5 
  

25 24.3% 

2 5 25 2 4 2 8 1 2 49 41.5% 

3 1 5 1 2 
    

9 6.7% 

4 
 

2 1 
     

3 2.5% 

5 
 

4 
      

4 2.0% 

6 
 

3 
      

3 3.9% 

無回答 
 

12 1 1 
   

6 20 19.0% 

総計 15 57 6 11 2 13 1 8 113 100% 

構成比 14.8% 44,8% 5.5% 9.9% 1.6% 11.1% 1.6% 10.8% 100%  

 

以下に、主な質問項目とその回答を示す。「要

約筆記による盲ろう者支援の在り方に関する研

究」アンケートの質問用紙を参照しながら確認

していただきたい。また、ここに集計していな

いものについては、表―３ アンケート単純集計

結果を参照していただきたい。 

 

 

表―７ 

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

1 1人の人との会話  

① 補聴器や人工内耳、FM補聴機器等を使い発言者の声を聞く 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回答 総計 

1 3 3 1 4  5 
 

 16 

2  4 2 3 2 8 
 

1 20 

3  1 1 2 
    

4 

4  1 
      

1 

5  1 
      

1 

6  1 
      

1 

無回答  6 
     

2 8 

総計 3 17 4 9 2 13 
 

3 51 
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表―８ 

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

1 1人の人との会話  

② 相手に筆談、手話をしてもらう 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回答 総計 

1 7 6  1 
 

   14 

2 5 23 1 4 
 

1 1 
 

35 

3 1 5 1 1 
    

8 

4  2 1 
     

3 

5  3 
      

3 

6  3 
      

3 

無回答  9 1 1 
   

4 15 

総計 13 51 4 7 
 

1 1 4 81 

 

表―９ 

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

1 1人の人との会話  

③ 手話通訳者や要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員を使う 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回答 総計 

1 5 6 1 1  2   15 

2 4 23 1 3 1 8 1 
 

41 

3 1 4 
 

2 
    

7 

4  2 1 
     

3 

5  2 
      

2 

6  2 
      

2 

無回答  8 1 1 
   

5 15 

総計 10 47 4 7 1 10 1 5 85 

 

 

上記の３つの表から、盲ろう者が１人の人と

の１対１の会話では、相手に筆談や手話をして

もらったり、手話通訳者や要約筆記者、盲ろう

者向け通訳・介助員に支援してもらったりとい

ったことが多いことがわかる。 
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表―10 

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

2 数人の人との会話 

① 補聴器や人工内耳、FM補聴機器等を使い発言者の声を聞く 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回答 総計 

1 3 2 1 4  5   15 

2  2 2 2 2 7 1  16 

3  1 1 2     4 

4          

5  1       1 

6  1       1 

無回答 3 4     2  6 

総計  11 4 8 2 12 3  43 

 

 

表―11 

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

2 数人の人との会話 

② その場にいる人に耳元で復唱してもらう 

 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回答 総計 

1 3 1 1 3  4   12 

2  3 2 3 1 6  1 16 

3  1 1      2 

4          

5  1       1 

6  1       1 

無回答  2      2 4 

総計 3 9 4 6 1 10  3 36 
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表―12 

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

2 数人の人との会話 

③ 手話通訳者や要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員を使う 

 

 

上記の３つの表から、盲ろう者が数人の人と

の会話では、手話通訳者や要約筆記者、盲ろう

者向け通訳・介助員に支援してもらうことが多

いのがわかる。 

 

 

表―13 

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

3 多数の人の参加する集まり 

① 補聴器や人工内耳、FM補聴機器等を使い発言者の声を聞く 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 3 1 1 4  5   14 

2  2 1 2 2 6  1 14 

3  1 1 1     3 

4  1       1 

5          

6  1       1 

無回答  3      2 5 

総計 3 9 3 7 2 11  3 38 

 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回答 総計 

1 9 6 1 2  2   20 

2 4 23 1 3 1 7 1  40 

3 1 4  2     7 

4  2 1      3 

5  3       3 

6  2       2 

無回答  10 1 1    5 17 

総計 14 50 4 8 1 9 1 5 92 
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表―14 

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

3 多数の人の参加する集まり 

② その場にいる人に耳元で復唱してもらう 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 3 1 1 3  4   12 

2  4 1 2 1 6  1 15 

3  1       1 

4          

5          

6  1       1 

無回答  1      2 3 

総計 3 8 2 5 1 10  3 32 

 

表―15 

Ⅱ 日常生活では音声の情報をどのような手段で入手しますか 

3 多数の人の参加する集まり 

③ 手話通訳者や要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員を使う 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 9 5 1 2  3   20 

2 4 24 2 4 1 7 1  43 

3 1 5 1 2     9 

4  2 1      3 

5  4       4 

6  3       3 

無回答  11 1 1    5 18 

総計 14 54 6 9 1 10 1 5 100 

 

上記の３つの表から、盲ろう者が多数の人の参加する集まりでは、手話通訳者や要

約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員を利用することが多いのがわかる。 
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表―16 

Ⅲ それぞれの場面での見えにくさについて 

1 目の前にいる人との会話で相手の口形を見る 

視覚障害等
級 

薄暗くても
おおよそわ
かる 

明るいとこ
ろでならお
およそわか
る 

明るいとこ
ろでもよく
わからない 

総計 

1  7 12 19 

2 4 26 18 48 

3 1 5 3 9 

4 
 

1 3 4 

5 
 

3 1 4 

6 
 

1 3 4 

無回答 3 9 9 21 

総計 8 52 49 109 

 

それぞれの場面での見えにくさについては、明るいところならおおよそわかるのが

全体の半数近かったが、逆に明るいところでもよくわからない人も半数近くいることが

分かった。また本稿には詳細データは記載しなかったが、回答のコメントには、少数で

はあるが「明るすぎるとよくわからない」というものもあった。 

 

表―17 

Ⅲ それぞれの場面での見えにくさについて 

2 机の上の本や資料を読む 

3 机の上のパソコンの画面を読む 

4 2メートルくらい離れた黒板やスクリーンを見る 

視
覚
障
害
等
級 

ふ
つ
う
の
文
字
で
も
顔
を
近
づ
け

れ
ば
読
め
る 

拡
大
文
字
に
す
れ
ば
読
め
る 

拡
大
鏡
・
拡
大
読
書
器
を
使
え
ば
読

め
る 

白
黒
反
転
な
ど
背
景
色
と
文
字
の

色
を
調
整
す
れ
ば
読
め
る 

M
S

ゴ
シ
ッ
ク
な
ど
、
フ
ォ
ン
ト
を

変
え
れ
ば
読
め
る 

文
字
の
大
き
さ
を
変
え
れ
ば
読
め

る 大
き
な
文
字
な
ら
読
め
る 

大
き
な
図
な
ら
見
え
る 

単
眼
鏡
（
遠
く
の
文
字
を
拡
大
す

る
）
等
を
使
え
ば
見
え
る 

1 3 14 18 14 11 18 6 7 5 
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2 12 26 42 31 28 32 17 17 9 

3 2 4 9 8 6 8 5 5 4 

4 1 2 3 3 1 3 1 2 1 

5 3 0 3 2 1 4 3 3 2 

6 1 1 3 2 2 2 1 1 1 

無回

答 
7 11 12 11 8 14 12 10 7 

総計 29 58 90 71 57 81 45 45 29 

構成

比 
25.7% 51.3% 79.6% 62.8% 50.4% 71.7% 39.8% 39.8% 25.7% 

（複数回答のため構成比の分母はそれぞれ n=113で試算した） 

 

文字の見え方についての設問では、半数以上が文字の大きさやフォント、色などを

工夫すれば読めると回答している。 

 

表―18 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

a 手話通訳を利用する 

  
聴覚障害等級 

視覚障
害等級 

手話通
訳を利
用する 

1 2 3 4 5 6 
分か
らな
い 

無回
答 
総
計 

1 
あり 5 3       8 

なし 4 3 1 4 
 

5 
  

17 

2 
あり 4 15 1 3     23 

なし 1 10 1 1 2 8 1 2 26 

3 
あり 1 4 1 1     7 

なし  1 
 

1 
    

2 

4 
あり  2       2 

なし  
 

1 
     

1 

5 
あり  2       2 

なし  2 
      

2 

6 
あり          

なし  3       3 
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無回答 
あり  5  1    2 8 

なし  7 1 
    

4 12 

総計 
 

15 57 6 11 2 13 1 8 113 

 

50人が手話通訳を利用しており、利用したことがないのは 63人であった。 

 

表―19 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

a 手話通訳を利用する 

① 会議の場面 

② 講演や研修等の場面 

③ 病院や役所などの場面 

④ 学校での授業の場面 
視覚
障害
等級 

手話通
訳利用
会議 

手話通
訳利用
講演 

手話通
訳利用
病院 

手話通
訳利用
授業 

総計 

1 7 7 8 2 24 

2 17 18 18 7 60 

3 5 6 4 2 17 

4 2 1 2  5 

5 2 2 2 2 8 

6 
 

    

無回

答 
7 7 6 2 22 

総計 40 41 40 15  

 

手話通訳の利用の場面としては、会議、講演、病院での利用がほぼ同数で、それぞ

れ 40人ほど 36%程度の人が利用していると回答した。 

 

表―20 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

b 盲ろう者向け通訳・介助員を利用する 



 

34 
 

  
聴覚障害等級 

視覚
障害
等級 

盲ろう
通訳利
用有無 

1 2 3 4 5 6 
分か
らな
い 

無回
答 
総
計 

1 
あり 8 6 1 3  3   21 

なし 1 
  

1 
 

2 
  

4 

2 
あり 3 24 2 3 1 7   40 

なし 2 1 
 

1 1 1 1 2 9 

3 
あり 1 5 1 2     9 

なし          

4 
あり  1 1      2 

なし  1 
      

1 

5 
あり  2       2 

なし  2 
      

2 

6 
あり  3       3 

なし          

無回

答 

あり  3 1     5 9 

なし  9 
 

1 
   

1 11 

総計 
 

15 57 6 11 2 13 1 8 113 

 

盲ろう者向け通訳・介助員を 86人（76.1%）が利用しており、利用したことがない

のは 27人であった。 

 

表―21 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

b 盲ろう者向け通訳・介助員を利用する 

① 会議の場面 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 7 5 1 2  3   18 

2 3 20 1 3  7   34 

3 1 3  1     5 

4  1 1      2 
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5  2       2 

6  3       3 

無回答  2 1     5 8 

総計 11 36 4 6  10  5 72 

 

盲ろう者向け通訳・介助員を会議で利用しているのは72人で全体の63.7%であった。 

 

表―22 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

b 盲ろう者向け通訳・介助員を利用する 

② 講演や研修等の場面 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 8 5 1 2   3    19 

2 3 21 2 3 1 7   37 

3 1 4 1 1     7 

4   1 1      2 

5   2       2 

6   2       2 

無回答   2 1     5 8 

総計 12 37 6 6 1 10  5 77 

 

盲ろう者向け通訳・介助員を講演や研修等で利用しているのは 77人で全体の 68.1%

であった。 

 

 

 

表―23 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

b 盲ろう者向け通訳・介助員を利用する 

③ 病院や役所などの場面 
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 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 5 5 1 3  3   17 

2 2 19 1 3 1 6   32 

3 1 3  2     6 

4  1 1      2 

5  1       1 

6  2       2 

無回答  3 1     5 9 

総計 8 34 4 8 1 9  5 69 

 

盲ろう者向け通訳・介助員を病院や役所などに出かけるときに利用しているのは 69

人で全体の 61.1%であった。 

 

表―24 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

b 盲ろう者向け通訳・介助員を利用する 

④ 学校での授業の場面 
 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 1 2       3 

2  6  2     8 

3 1 1       2 

4   1      1 

5  1       1 

6  1       1 

無回答        1 1 

総計 2 11 1 2    1 17 

 

盲ろう者向け通訳・介助員を学校での授業で利用しているのは 17 人で全体の 15%

であった。 
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表―25 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

c 要約筆記を利用する 

  
聴覚障害等級 

視覚障
害等級 

要約筆
記利用
有無 

1 2 3 4 5 6 
分か
らな
い 

無回
答 
総
計 

1 
あり 3 3 1   1   8 

なし 6 3 
 

4 
 

4 
  

17 

2 
あり 2 10  3  1 1  17 

なし 3 15 2 1 2 7 
 

2 32 

3 
あり  2 1 1     4 

なし 1 3 
 

1 
    

5 

4 
あり   1      1 

なし  2 
      

2 

5 
あり          

なし  4       4 

6 
あり  1       1 

なし  2 
      

2 

無回答 
あり  6 1 1    2 10 

なし  6 
     

4 10 

総計   15 57 6 11 2 13 1 8 113 

 

要約筆記を利用しているのは 41人で、全体の 36.3%であった。 

 

表―26 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

c 要約筆記を利用する 

① 会議の場面 
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 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 1 1 1      3 

2 1 7  3  1 1  13 

3   1 1     2 

4          

5          

6  1       1 

無回答  5 1 1    2 9 

総計 2 14 3 5  1 1 2 28 

 

要約筆記を会議の場面で利用しているのは 28人で全体の 24.8%であった。 

 

表―27 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

c 要約筆記を利用する 

② 講演や研修等の場面 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 1 2 1      4 

2 1 8  3  1 1  14 

3  1 1 1     3 

4          

5          

6  1       1 

無回答  6 1 1    2 10 

総計 2 18 3 5  1 1 2 32 

 

要約筆記を講演や研修等の場面で利用しているのは 32人で全体の 28.3%であった。 
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表―28 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

c 要約筆記を利用する 

③ 病院や役所などの場面 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 1 2 1      4 

2 2 6  2   1  11 

3   1      1 

4          

5          

6          

無回答  2 1 1    1 5 

総計 3 10 3 3   1 1 21 

 

要約筆記を病院や役所などに出かけるときに利用しているのは21人で全体の18.6%

であった。 

 

表―29 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

c 要約筆記を利用する 

④ 学校での授業の場面 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1  2       2 

2  1  1   1  3 

3          

4          

5          
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6          

無回答  1      2 3 

総計  4  1   1 2 8 

 

要約筆記を学校での授業で利用しているのは８人で全体の 7.1%であった。 

 

表―30 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

d 要約筆記を利用する場合 

① 手書きのスクリーンを近くの席で見る 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 1 2      1   4 

2 1 2  3     6 

3   1       1 

4          

5          

6   1       1 

無回答   3 1 1     5 

総計 2 9 1 4  1   17 

 

表―31 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

d 要約筆記を利用する場合 

② 手書きのノートテイクを見る 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 1 2 1      4 

2 2 5  3  1   11 
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3          

4   1      1 

5          

6  1       1 

無回答  6 1 1     8 

総計 3 14 3 4  1   25 

 

表―32 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

d 要約筆記を利用する場合 

③ パソコン要約筆記のスクリーンを近くの席で見る 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1  2    1   3 

2 2 6  2  1   11 

3  1 1      2 

4          

5          

6  1       1 

無回答  4 1 1     6 

総計 2 14 2 3  2   23 

 

表―33 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

d 要約筆記を利用する場合 

④ 会場向けのパソコン要約筆記につないで手元で見る 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 1 3    1   5 
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2 1 2  1   1  5 

3  2       2 

4          

5          

6  1       1 

無回答  3 1     1 5 

総計 2 11 1 1  1 1 1 18 

 

表―34 

Ⅴ 通訳の利用について 

1 手話通訳や要約筆記、盲ろう者向け通訳を利用していますか 

B 利用している 

d 要約筆記を利用する場合 

⑤ 自分向けのパソコンに入力してもらい手元で見る 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 2 3 1    1   7 

2 2 3  1     6 

3     1     1 

4          

5          

6          

無回答   3 1      4 

総計 4 9 2 2  1   18 

 

要約筆記を利用する場合、手書きのノートテイクを見ているのが 25人、パソコン要

約筆記のスクリーンを近くの席で見ているのが 23人、会場向けのパソコン要約筆記に

つないで手元で見るのが 18人、自分向けのパソコンに入力してもらい手元で見るのが

18人、手書きのスクリーンを近くの席で見るのが17人であった。それぞれの割合から、

20%程度の人が最適でない状態で要約筆記を利用している状況がうかがえる。 

 

表―35 

Ⅵ 公的制度の利用について 

1 盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業を利用していますか 

A 利用していない 
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 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 1   1  1   3 

2 1 1  1 1 2  1 7 

3          

4          

5  2       2 

6          

無回答  9  1    2 12 

総計 2 12  3 1 3  3 24 

 

公的制度で盲ろう者向け通訳・介助員を利用しているのは 89 人（113 人－24 人）

であった。 

 

表―36 

Ⅵ 公的制度の利用について 

2 要約筆記者派遣事業を利用していますか 

A 利用していない 

 聴覚障害等級 

視覚障害 

等級 
1 2 3 4 5 6 

分から 
ない 

無回
答 
総計 

1 7 4 1 3  5   20 

2 4 17 2 1 2 7 1 2 36 

3 1 5  2     8 

4  1 1      2 

5  3       3 

6  2       2 

無回答  5 1     4 10 

総計 12 37 5 6 2 12 1 6 81 

 

公的制度で要約筆記者を利用しているのは 32人（113人－81人）である。28.3%（盲

ろう者の３分の１）が要約筆記を利用していることになる。 
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４．聞き取り調査（面接調査）質問項目

作成と計画立案 

  

回収したアンケートをもとに、以下の

ような計画で検討した。聞き取りについ

ては、半構造化面接法に従うこととした。 

 

対象者 

弱視ろう、弱視難聴の方で、コミュニケ

ーション手段として必要に応じ要約筆記

を利用している方 

 

調査員 

作業委員会委員及び事務局各回２名程度、

必要に応じ情報保障者及び介助員 

 

調査期間 

２７年１１月３０日（月）～２８年１月

１５日（金） 

 

調査記録 

録音及びメモ（入力可） 

 

調査内容 

盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業に

おける要約筆記（文字による通訳作業）

または要約筆記者派遣事業の利用につ

いて 

 アンケート回答者でも、話の展開

でアンケート内容に重複する質問

もある。 

 アンケートへ回答のない方はアン

ケート内容についても質問する。 

質問内容 

① 調査協力者の障がい状況 

② 要約筆記利用をする内容、場面、

回数 

③ 公的派遣事業を使うに際しての利

用のしやすさ、しにくさ（要綱上

の制約の有無、申し込み方法など） 

④ どのようにすれば事業を使いやす

くなるか改善策 

 

聞き取り状況：（通訳、機器使用状況: 

例：通訳なし。マイクを使用して質問） 

（以下記録内容はＱＡ形式での記載を基

本とする。特に気づいたことは文章で適

宜記載） 

 

聞き取り具体例 

 

①障がい状況について（郵送アンケート

内容とほぼ同じ、利用している装具等に

ついても合わせて具体的に） 

〇聴力の状況（失聴時期、聞こえの程度

など） 

〇視力の状況（同上） 

〇装具利用の効果など 

 

②アンケートに追加して具体的に聞き取

る（方法、回数、内容など） 

〇要約筆記を使うことはあるか。（ＰＣか

手書きか、その方法など） 

〇外出時の介助について。（介助が不要な

らその理由、介助の方法など） 

〇盲ろうの通訳介助員は視覚情報を音声

で伝えている。視覚情報の説明の要・不

要（要約筆記のみの利用経験者について） 

〇派遣制度利用は使う場面について。 

〇派遣事業の実施主体や依頼窓口、派遣

までの流れなど。 

〇盲ろう者向けの通訳介助員制度の存在
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は知っているか。利用可能か（利用対象

者と制度でなっているか）、利用経験の有

無、利用あればどのように利用している

か。 

〇派遣事業以外に個人的なつながりで依

頼するは？ 

〇派遣申請の方法が面倒とか約束ごとで

使いにくい点など。 

〇一般の難聴者が使いやすくする改善点。 

〇要約筆記を知ったあと、依頼してみよ

うと思わない理由。（調査協力者以外の場

合も含めて）  

〇派遣は回数や時間の制限は？ 

〇他の障害者も集まる会議に参加した時

の問題 

〇要約筆記や難聴者の福祉に関して。 

〇同じ障害のあるもの同士の場について

…自分にとっての意味と社会的な役割 

 

面接調査協力者への依頼文は見やすさ

を考慮して、B4 判の用紙に 20 ポイント

のフォントサイズでプリントしたものを

配布した。 

 

５．聞き取り調査 

 

アンケート調査において、「聞き取りに応

じる」と回答した人が 26人、その中で遠

方に居住しているため調査担当者の日程

の調整が付かなかった人が８人、また連

絡したが返事がなかった人、連絡が取れ

るまでに時間がかかった人、盲ろう者で

はない人が合わせて８人おり、最終的に

はその 16人以外の 10人に対して聞き取

り調査を実施した。 

 

６．聞き取り調査結果 

 

10人の聞き取り結果は次の通り。 
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A さん B さん C さん D さん E さん F さん G さん H さん I さん J さん 

職
業
・
生
活
環
境 

元教員、現在は
地域難聴協会
の活動のみ。視
覚は子供時代
から。うすぼん
やりだが慣れが
ある。聴力低下
では一時仕事以
外には引きこも
り状態だった。 

退職までは工場
勤務。騒音があ
り補聴器を外し
ていた。45 歳ご
ろ難聴協会に入
会。現在は市の
相談員や第3種
郵便の事務局
をしている。 

30 代男性。 特別支援学校教員 60 代。 自宅では拡大読書
器を使用。１２ｐの文
字ならなんとか。拡
大資料（２０Ｐ）も機
器を使用すれば読
める。今一番困るの
がインシュリン注射
の針が見えないこ
と。勘で打っている 

ろう学校、高等部卒
業。その後就職。一人
ぐらし。手話は友人同
士で話す中で覚えた。
聴覚障害 2 級。視覚
障害2級で合計1級。
庭園後に盲ろう協会
入会。以前はろう協。 

70 代女性。点字は無
理。指点字、触手話は
年６回勉強の場がある
が他市なので参加が困
難。夫が在宅で酸素吸
入。老老介護になり活
動ができずにいる。 

耳元で３分節～４分
節程度で区切って復
唱。慣れてくると１文
程度。自分が何を話
したか記録したいと
小さなカセットレコー
ダーを持参、面接調
査を録音。 

 

視
覚
障
害 

6 歳のころ視力
0.4．その後低下
で 0.1．注 2 のと
きに網膜萎縮。
右は視力ゼロ。
周辺は見えるの
で左で見る 

老眼で見えにく
い程度。日常生
活では老眼鏡を
かければ特に
問題はない 

中・高校のころ少し
ずつ悪化。大学入学
後、はっきり聞こえな
いことが分かった。
聴力は 70ｄB 以下。
語音明瞭度が良くな
い。手帳は聴覚４
級。補聴器使用。 

生まれつき悪い・
弱視 1 級・左右の
視野が狭い。パソ
コンは至近距離か
ら見る。パソコンの
読み上げはPCトー
カーとズームテキ
ストを使用 

右は 0.04 くら
い。左は全く見
えない。視野狭
窄や夜盲は両
方ともある。両
眼とも40歳過ぎ
てから失明し、
視覚障害２級。 

形がひずんでみえ
る。3 級。視野狭窄と
夜盲はある。左右と
も４５度程度。小さく
歪む。カーテンに映
画を映した感じ。白
内障の手術をしてい
るので。レンズは人
工レンズ。 

生まれつき網膜色素
変性症。2 年前、退職
後急激に低下、それ
までは視野狭窄、夜
盲症も。一人で動くこ
ともできた。 

白内障が進み、緑内障
と強度の近視。右目は
若いころに失明・左目は
ぼんやり。視野狭窄は
落ち着いているが三日
月の範囲くらい 

５０代前半。老眼鏡
を作りなおすために
メガネ屋にいき眼科
を勧められた。正常
眼圧の緑内障と言わ
れた。７～８年前右
の中心が欠けて見え
なくなってきた。 

幼児期から。２０才
過ぎに低下。右ぼ
んやり、左は中心
が見えにくい。視野
度数は不明だが狭
い。手話通訳は近
くで。右 0,03 左は
測定不能。手帳等
級は１級。 

聴
覚
障
害 

35 歳で失聴。2
級。人工内耳を
1 年 2 か月前か
ら装用。1対1な
ら聞こえる。会
議等はループを
使っても 8 割程
度かと。 

10 歳ごろから低
下していたらし
い（先生が気づ
いて親に言っ
た）。現在は 4
級。協会の集ま
りはループ使
用。 

生まれつき だと思
う。小学校の視力検
査で見えにくいと検
査。１ｍぐらいなら見
える。 

35歳での出産後突
発性難聴、その後
も次第に低下。補
聴器使用。会議で
はロジャー使用。
最近 6級取得。 

右が 95dB、左
が 90dB。語音
明瞭度は測定
経験はない。耳
元なら、聞こえ
る。３級で補聴
器使用。 

補聴器使用だが、長
時間は無理。ループ
があると楽。 

耳は生まれつき。補聴
器は小学校 6 年の時
初めて。面倒でやめて
いたが仕事が向上で
車等走ってきて危険な
ので使用した。 

聴力検査には無反応。
補聴器効果なし。骨伝
導、人工内耳も体質的
に合わない。40 代で突
発性内耳神経炎。 

感音性難聴の診断
は２０年まえ。視力、
聴力ともに低下は同
じ頃。補聴器を使
用、自宅ではうっとう
しいので外す。筆談
はするが、手話は勉
強中で会話は不可。
補聴器は効果なし 

生まれた時から。
全く聞こえない。手
帳は１級。 

通
訳
介
助
員
利
用 

なし なし 盲ろう者向け通訳介
助でパソコン通訳依
頼。難聴者向けの通
訳者が盲ろう者向け
に登録。手話通訳や
パソコン要約筆記が
できる人。別に送迎
を依頼。状況説明を
する人も。パソコン通
訳者、手話通訳者は
送迎や状況説明が
できない。 

買い物・病院・講演
会・友の会交流会
等 

週に 3～4 回。
耳元での音声
通訳。盲ろう者
の会の活動，受
診、買い物、余
暇活動なの。 

利用時は耳元で復
唱。 

8 年くらい前、52～53
歳くらいから。はっきり
しないがだいたい。そ
れ以前は手話通訳を
利用。 

移動支援もあるので県
盲ろう者友の会で通訳
介助を受ける。接近手
話を使うが読み取りは
難しい。 

現在は通訳・介助員
や同行援護といった
制度を利用するので
不自由はしていな
い。同行援護のほう
が多いと思う。 

弱視手話。見えにく
い時は触手話も使
用。３人以上の時
は盲ろう者向け通
訳介助員が必要。
病院は派遣利用。
１ヶ月に５～６回利
用 

表 37 聞き取り調査結果 



47 
 

要
約
筆
記
者
利
用 

よく利用。個人
では手書きノー
トテイク。全体で
はパソコン要約
筆記につないで
み る こ と が 多
い。1対1以外で
は要約筆記は
必要。 

難聴協会の活
動や相談員研
修で利用。個人
は使うところもな
い。 

なし。盲ろう者向け
の派遣を使えるから 

手帳もなく知らなか
った。もっと聞こえ
なくなったら利用す
るかも。 

目の前に PC を
置いてみたり大
会等は最前列
で。盲ろう者大
会は白黒反転
で文字は大き
い。席は後ろだ
と音声通訳。 

個人利用は病院や
自治会。手書き NT
だが、診察時は不
要。 

なし 障害をわかって気を使
ってくれる。きょうの要
約筆記者は連絡が取り
やすいし緊急時にも依
頼している。ご縁にすが
ってしまう 

友の会入会前に講
演に要約筆記を使っ
た。それ以前は制度
を知らなかった。スク
リーンは前の方に座
れば読める。明るす
ぎると反射して読め
ない。個人依頼はな
い。 

なし 

ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
利
用 

なし なし  利用なし 利用なし     なし 

使
い
に
く
さ
と
改
善
策 

要約筆記申請
は役所に行く。
ファックス・メー
ルで申請できれ
ば。 

制度や申請方
法などわかりや
すくなるとよい。
難聴者はわから
ないとやめてし
まうので。 

パソコン要約筆記と
兼務しているので行
事が重なると足りな
くなる。盲ろう者向け
専門のパソコン通訳
者はいないので派遣
担当はたいへん。 

通訳介助員の予算
が少なく、派遣も少
ない。当事者が我
慢して予算は足り
ている（介助員談） 

通訳・介助員申
請は 1 週間前。
間に合わないと
個人で依頼し後
で連絡。（急ぐと
きは介助員が
空いているか確
認しているー介
助員補足） 

制度を知らない人が
多い。申請は問題な
いが介助では段差と
トイレが困る。 

チケットは 1年に 1080
枚、1 時間 1 枚で不
足。足りない時は堺市
の通訳派遣と同行援
助を依頼。 

通訳介助の事務所が週
に４日、10 時～５時。急
なときには個人的に依
頼する。緊急時対応が
むり。 

利用しやすい。使い
にくくはない。窓口担
当の人が喋りやすい
かどうかで使いやす
さが変化する。 

盲ろう者向けの手
話通訳は盲ろう者
への理解度によっ
て使いやすさが異
なる。 

そ
の
他 

要約筆記には満
足している。予
算はあるが利用
が少ないので収
まっている。 

 利用が少ない人に
は制限はない。多い
人は月に 80 時間ま
で。30～40 時間ぐら
いなら制限なし。 

 予算が不足する
と介助員の謝金
が下がる要綱。
事業開始から 2
回ほどあった。 

当事者団体同士が
予算というパイを取
り合わなくていいよう
に。他の障害のこと
も考えたい。 

 要約筆記者が通訳介助
員になってくれるといい
が、手話ができる人とい
う制約がある。できなく
ていいというがハードル
が高く、増えない。 

派遣を利用しない人
に対し、自分はどの
ように働きかければ
いいのかといつも考
える。ここを紹介して
もらい非常に助かっ
たし、良かったので
紹介したい 

講演会ではＰＣ要
約筆記のLANケー
ブルに繋いで読
む。盲ろう者向け
通訳介助員は状況
も含め通訳。 
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７．全国における盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会の時間数調査 

 

平成 26 年度「盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業」「盲ろう者向け通訳・介助員養

成研修事業」実態調査報告書（平成 27年３月 社会福祉法人 全国盲ろう者協会発行）

P119～135より研究作業委員が数値を抽出し、次の表―38を作成した。（小西研究作業

委員作成） 

 

表―38 養成研修事業 時間数 
    

 
H26 年度 H25 年度 

a=予算あり 時間不明 養成 現任研修 合計 養成 

北海道・函館市 0 0 0   

札幌市 0 12 12   

岩手県 42 10 52   

宮城県・仙台市 42 8 50   

秋田県 
 a 0 50 

山形県 42 0 42   

福島県 44 0 44   

茨城県 40 16 56   

栃木県・宇都宮市 84 a 84   

群馬県・前橋市・高崎市 58 4 62   

埼玉県 84 0 84   

千葉県・千葉市・船橋市・柏市 62.5 19 81.5   

東京都 64 8 72   
神奈川県・横浜市・川崎市・横須賀市・相模原
市 

43 6 49   

新潟県・新潟市 0 16 16 21 

富山県 48 0 48   

石川県・金沢市 22 a 22   

福井県 0 3 3   

山梨県 40 12 52   

長野県・長野市 42 0 42   

岐阜県 64 0 64   

静岡県 a 10 10   

愛知県・名古屋市 52 10 62   

三重県 a 0 0   

滋賀県 48 0 48   

京都府・京都市 84 a 84   
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大阪府・大阪市・堺市・東大阪市・高槻市・枚方
市・豊中市 

84 20 104   

兵庫県・神戸市・姫路市・尼崎市・西宮市 44 20 64   

奈良県 30 9 39   

和歌山県・和歌山市 6 a 6   

鳥取県 84 68 152   

島根県            ※現在研修は３ヵ所 60 60 120   

岡山県・岡山市・倉敷市 45 18 63   

広島県・広島市・福山市 44 0 84   

山口県・下関市 36 6.5 42.5   

徳島県 50 a 50   

香川県 0 15 15   

愛媛県 42 30 72   

高知県 40 12 52   

福岡県 a 0 0 45 

北九州市 a a 0 33 

福岡市 70 0 70   

佐賀県 a 0 114   

長崎県                   ※57H×２ヵ所 57 4 49   

熊本県・熊本市 45 4 49   

大分県・大分市 70 a 70   

宮崎県 25 0 25   

鹿児島県 a 0 0 55 

沖縄県・那覇市 84 0 84   

平均 46.9 14.6 48.1   

 

平成 25年３月に厚生労働省から標準カリキュラムが各自治体に通知されたばかり

であり、また地域生活支援事業の予算上の制約もあるため、養成研修は自治体によって

ばらつきがあるのが分かる。 

また上記の表より、時間数とその件数を抽出したのが次の表―39である。 
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表―39 

養成のみ 
  

 

養成＋現任研修 
 

H26年度時間数 件数 件数 H26年度時間数 件数 件数 

6 1 1 3 1 
2 

22 1 

4 

6 1 

25 1 10 1 

4 
30 1 

 
1 

36 1 15 1 

40 3 

16 

16 1 

42 5 22 1 

3 43 1 25 1 

44 3 39 1 

45 2 42 2 

8 

48 2 42.5 1 

50 1 

 

44 1 

52 1 48 2 

57 1 49 2 

58 1 50 2 

7 
60 1 

5 

52 3 

62.5 1 56 1 

64 2 57 1 

70 1 62 2 

9 

84 6 6 63 1 

 36 36 64 2 

70 2 

72 2 

81.5 1 
6 

84 5 

104 1 

3 120 1 

152 1 

 42 42 

 

平成 28 年度盲ろう者向け通訳・介助員養成講座の兵庫県の例を次ページの表―40

に示す。合計で 44時間の研修となっている。 
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表―40 

平成 28年度兵庫県盲ろう者向け通訳・介助員養成講座 

No 単位 月日 時間 内容 担当 備考 

1 
※ 5月 10日 午前 開講式・オリエンテーション  10時～10時 30分 
1 〃 午前 盲ろう者概論 非盲ろう者 講義 
2 〃 午後 盲ろう疑似体験 盲ろう者・非盲ろう者 演習 

2 3 5月 17日 午前 盲ろう者の日常生活とニーズ 盲ろう者 講義 
4 〃 午後 視覚・聴覚障害の理解 非盲ろう者・盲ろう者 講演 

3 5 5月 24日 午前 コミ技法（筆記） 非盲ろう者 講義・実習 
6 〃 午後 コミ実習（筆記・PC） 非盲ろう者・盲ろう者 〃 

4 7 5月 31日 午前 コミ技法・実習（音声・手書き） 非盲ろう者・盲ろう者 講義・実習 
8 〃 午後 コミ技法（点字のしくみ） 盲ろう者 〃 

5 9 6月 7日 午前 コミ技法（点字・ﾌﾞﾘｽﾀ・指点字 ）盲ろう者 講義 
10 〃 午後 コミ実習（点字・ﾌﾞﾘｽﾀ・指点字 ）盲ろう者 実習 

6 11 6月 14日 午前 コミ技法（触手話） 非盲ろう者・盲ろう者 講義・実習 
12 〃 午後 コミ技法（弱視手話） 非盲ろう者・盲ろう者 講義・実習 

7 13 6月 21日 午前 コミ実習（触手話・弱視手話） 非盲ろう者・盲ろう者 実習 
14 〃 午後 通訳技術の基本 非盲ろう者 演習 

8 15 6月 28日 午前 通訳･介助員の心構え、倫理 非盲ろう者 講義 
16 〃 午後 盲ろう児の教育と支援 非盲ろう者 講義・講演 

9 17 7月 5日 午前 移動介助の基本 非盲ろう者 演習 
18 〃 午後 移動介助実習 非盲ろう者 実習 

10 19 7月 12日 午前 移動介助実習 非盲ろう者 実習 
20 〃 午後 コミ総合実習 非盲ろう者 実習 

11 
21 7月 19日 午前 外出実習 全員 〃 
22 〃 午後 外出実習 〃 〃 
※ 〃 午後 閉講式   15時 30分～16時 30分 

●毎火曜日 10時～12時・13時～15時（4時間×11日＝44時間）於：兵庫県立聴覚障害者情報センター 
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８．全国における文字情報支援に特化した養成講習会の実施状況調査 

 

平成 26年度盲ろう者向けパソコン通訳者養成研修会（盲ろう者向け通訳・介助員向

け追加研修）の兵庫県の取り組み例を表―41に示す。合計で 22時間の研修となってい

る。 

 

表―41 平成 26年度盲ろう者向けパソコン通訳者養成研修会 

場所：兵庫県立聴覚障害者情報センター 

平成 27年２月１日～３月８日（日） 

回 日程 時間 時間 内容 講師 

1 

2月 1日 

10：00- 

12：30 
2.5 

開講式・オリエンテーション 
①盲ろう者概論 
②ロービジョン、弱視ろう・難聴者の心理 
③要約筆記の基礎 
④要約技術と要約筆記技術 

①②盲ろう 
１H 
③④要約筆記 
１H 

2 
13：30- 

16：30 
3.0 

①パソコンの設定（入力者用） 
②ＩPtalkのインストール 
③ＩPtalkの設定と基本操作 
④基本の表記（入力練習） 

要約筆記 

3 

2月 8日 

10：00- 

12：30 
2.5 

①パソコンの設定（弱視用） 
②ネットワークの構築 
③ＩPtalkの設定（入力者用・表示用） 
④入力練習（要約技術を使って） 

①盲ろう 
②③④要約筆
記 

4 
13：30- 

16：30 
3.0 
①訂正の方法 
②状況通訳 
③入力練習（状況通訳を含む） 

①要約筆記 
②③盲ろう 

5 

3月 1日 

10：00- 

12：30 
2.5 

①連係入力の方法 
②前ロールの方法・状況通訳の復習 
 （通訳・介助員）前ロール 
 （要約筆記者）状況通訳 
③連係入力練習（前ロールとの連携） 

要約筆記 
盲ろう 

6 
13：30- 

16：30 
3.0 
①チームワーク（３人チーム） 
②チームの役割 
③３人チームでの入力（要約・状況通訳） 

要約筆記 
盲ろう 

7 

3月 8日 

10：00- 

12：30 
2.5 
①通訳演習 要約筆記 

盲ろう 

8 
13：30- 

16：30 
3.0 
①通訳演習 
②まとめ 
③連絡事項閉講式 

要約筆記 
盲ろう 
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 備考 講師 スタッフ○ スタッフ× 

開講式：0.5H 
①②１H 
③④１H 

オリエンテーション：LAN ケー
ブルを次回持参すること 

①②平井 
1H 
③④小西 
１H 

平井西村 
中村小西 
山脇 

芳野 
藤田佐伯 
安藤森田 
存菊谷 
野津波来谷  

・タイピング速度の確認（ペア決
めの参考に） 
・タッチタイピングの確認効率の
よい入力のヒント・単語登録 
・入力練習は要約技術を使える例
文で 

小西 

①１H 
②～④1.5H 

弱視用の PC画面設定 
例文：視覚障害なびラジオ、ほち
ょうきとりて、など 

①E ②小西 
西村 
平井(PM) 
小西 
山脇 
吉村 

E 
①１H 
②③２H 

訂正方法：F9、F11、F７ 
①小西 
②③西村 

 

①メイン・サブを意識して連係 
②③場面設定：講演会 司会シナ
リオ＋原稿なしの挨拶盲ろう者
くるかも？ 

小西 
（西村） 

平井 
（pmのみ） 
中村 
（pmのみ） 
西村小西 
ヨ者 

山脇 
野津 
芳野 

 
連絡窓を使用 ３人のローテー
ション練習（メイン・サブ・休
憩）なってよでペアに入る 

小西 
（西村） 

 （未定） 
小西 
（西村） 平井（PM） 

中村西村 
小西山脇 

 
 （未定） 

小西 
（西村） 

 

 

静岡県聴覚障害者情報センターにおける平成 27年度盲ろう者向け通訳介助者養成

講座筆記通訳（パソコン通訳）の取り組み例を次ページに示す。 

13：45～14：45（1時間） 

盲ろう者のコミュニケーション技法と留意点（PC筆記） 

14：45～15：45（1時間） 

盲ろうコミュニケーション実習（PC筆記） 

の２時間の講座となっている。 
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平成 27年度 盲ろう者向け通訳介助者養成講座           20151024 

筆記通訳（パソコン通訳） 

 
【機材】 講師用パソコン２台（表示用・入力用） 持参 
     プロジェクタ１台 

講師の表示用パソコンを接続・壁映し入力用パソコンは、103  
会議室備え付けのプロジェクタに接続・投影 

     パソコン（４台）・HUB箱（１）・長い LANケーブル（＋３）  
実習用 

       昼休みに準備（前方の空きスペースにて） 
     延長コード 
     シミュレーションゴーグル（２） 

 
【教材】 テキスト「盲ろう者への通訳・介助」第９章  配付資料（Ａ４・

３ページ） 

 
【日程】 
13:45 前の講座終了 休憩 セッティング 

 
13:55 開始  司会より 
通訳体制の確認 今から… 講師は… 配付資料確認 テキストは… 

        要約筆記デモンストレーション 

     
14:00 講義 

 
１．パソコン通訳 と パソコン要約筆記 
 （１）パソコン通訳（テキスト「盲ろう者への通訳・介助」Ｐ98） 
    通訳者が、パソコンを用いて、発言内容や状況説明などを入力し、そ

の画面を盲ろう者に読んでもらう方法 
 （２）パソコン要約筆記 
    聴覚障害者（特に中途失聴・難聴者）に話の内容をその場で文字にし

て伝える通訳 
    全体投影（スクリーンに表示）とノートテイク（個人利用）がある 
 【利用例】パソコン要約筆記の全体投影がある現場で、盲ろう者の個人利用

のパソコンを用意し、盲ろう者が読みやすい画面設定にして、要約
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筆記を利用する（Ｐ99図） 

 
    ＊要約筆記（パソコン入力）は登録要約筆記者が行う 
     通訳介助者は個々の利用者（盲ろう者）に合わせサポート（状況説

明や介助、要約筆記者とつなぐことなど）ができるよう、概要や基

本操作をおさえておく 

 
２．機器の設定（パソコンの準備） 
（１）LANケーブルを使って HUBと接続する 
（２）パソコンを起動、要約筆記用ソフト（IPtalk アイピートーク）を立ち
上げ 

（３）接続の確認 
（４）見やすい画面（背景色・文字色・文字の大きさ・行数等）の設定 

 
３．IPtalkの機能と設定 
 （１）表示用パソコンと入力用パソコン（IPtalk を表示用又は入力用に設定

する） 
    ①表示用パソコン 

プロジェクタに接続しスクリーンに投影する 又は 個人利用者

が直接見る 
完成した文字列のみが表示される（下からスクロール） 

    ②入力用パソコン： 
      要約筆記者が入力する 
      入力・変換中の文字が表示される 入力に必要な複数のウインド

ウがある 
 （２）表示用パソコンの設定 
    ①「表示１」タブ → 「表示部」の設定 
       【 】内は参考（全体投影の場合の基本設定） 

・フォント（サイズ）    【１行 15文字程度になるサイズ】 
・フォント色        【白】 
・背景色          【黒 又は濃紺などの暗色】 
・表示部の行数 行数から行間を計算  【６～７行】 

    ②枠の操作  Ｆ１キーで枠消去・表示 
    ③接続の確認  

・LANケーブルの接続 
・「パートナー」タブ →  



 

56 
 

メンバーの名前が出ているか。出ていないときは「IP再読込み」→ 
「お休み」→「メンバーを探す」の順に押す 

 
14:45 休憩  実習用 PC準備（接続は昼休みにしておく） 
        前列に２台ずつ（表示用・入力用）、２つのテーブルに置く 
        受講者は２グループ（６人・７人）に分かれる 

 
14:55 実習  表示用パソコンの設定（調整）を体験する 
         フォントのサイズと色、背景色・行数等を変えてみる 
         シミュレーションゴーグルで見てみる 
         入力用パソコンで入力した文字の表出を確認する 
15:25 講義 

 
４．環境設定 
（１）コード類の処置 
電源コードや LANケーブルが外れないこと 移動の妨げにならないこと 
 （２）見やすさへの配慮 
    ①画面の設定  IPtalkでの設定（文字の色や大きさなど） 
            画面の照度（ファンクションキーで調整） 
    ②周辺の環境とパソコンの設置 

 周囲の明るさ 
      照明や外光が画面に映り込まないか 
      他の視覚情報との位置関係（視線移動を最小限に） 
     ＊パソコンを置く位置、角度、画面の角度などを調整する 

 
５．要約筆記について 
 （１）三原則「速く、正しく、読みやすく」 
 （２）話しことばをそのまま文字化するのではない 
話しことばの特徴（一文が長い、主述のねじれ、冗長さ等）を活用し、

適切な文字数で読み取りやすい文章で伝える 
 （３）その場の通訳である 
    記録ではない  ログは残さない 

 
  ＊パソコン要約筆記は、手書き文字や筆記に比べて、速く多くの文字を表

出することが可能。より多くの情報やニュアンスを伝えられる。しかし、

文字を読む（読み続ける）負担に配慮すること、読んで理解し、考えを
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まとめる時間を確保することも必要。なくても通じることばを聞き分け

て省くことで、話し手の意図を明確にし、理解を促進することになる。 
  ＊筆記通訳ではないが、パソコンとピンディスプレイを接続することで、

パソコン入力した文を点字で読んでもらうという通訳も可能 

   
  ＊時間があれば、質問を受ける 

 
15:45 終了     

 

 

 

 

D．結論 

 

盲ろう者へのアンケート調査から、受障時期

の違いによるコミュニケーションや情報獲得が

多様であることが明らかになった。主たる情報

獲得やコミュニケーション支援が文字である対

象者は多いとはいえないが、個別性の高い支援

が望まれることも明らかになった。 

このことから、次の２点の作業の必要性が導か

れた。 

① 聴覚障害者への支援方法である要約筆

記と、盲ろう者への文字支援の共通点、相違点

を明らかにする。 

② 要約筆記事業における実績を踏まえ、

盲ろう者支援の知識、技術を新たに獲得するた

めのカリキュラムを検討する。 

 

Ｅ． 研究発表 

 なし 

 

Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 

 なし 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

＜資料１＞

 
（団体代表者名）様

 

 

拝啓  時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

ただきありがとうございます。

 さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

ることとなりました。

 つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

い申し上げます。

 
※アンケート送付作業につきまし

付先住所等お知らせいただきたくよろしくお願いします。

 
 
添付書類 
①関連団体への協力依頼文

②アンケート調査協力者への依頼文

③アンケート

④協力者配布の返信用封筒

 
※②③④につきましては関連団体へは各１０部送付予定です。

 

 

 

 

 

 

 

＜資料１＞ 

（団体代表者名）様

「要約筆記による盲ろう者支援の在り方に関する研究」に関する

時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

ただきありがとうございます。

さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

ることとなりました。

つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

い申し上げます。 

※アンケート送付作業につきまし

付先住所等お知らせいただきたくよろしくお願いします。

 
①関連団体への協力依頼文

②アンケート調査協力者への依頼文

③アンケート 
④協力者配布の返信用封筒

※②③④につきましては関連団体へは各１０部送付予定です。

（団体代表者名）様 

「要約筆記による盲ろう者支援の在り方に関する研究」に関する

調査研究アンケートへの協力について（依頼）

時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

ただきありがとうございます。

さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

ることとなりました。 
つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

※アンケート送付作業につきまし

付先住所等お知らせいただきたくよろしくお願いします。

①関連団体への協力依頼文

②アンケート調査協力者への依頼文

 
④協力者配布の返信用封筒

※②③④につきましては関連団体へは各１０部送付予定です。

「要約筆記による盲ろう者支援の在り方に関する研究」に関する

調査研究アンケートへの協力について（依頼）

時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

ただきありがとうございます。 
さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

※アンケート送付作業につきましては全国要約筆記問題研究会名古屋事務所で行います。送

付先住所等お知らせいただきたくよろしくお願いします。

①関連団体への協力依頼文 
②アンケート調査協力者への依頼文

④協力者配布の返信用封筒 

※②③④につきましては関連団体へは各１０部送付予定です。
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特定非営利活動法人

「要約筆記による盲ろう者支援の在り方に関する研究」に関する

調査研究アンケートへの協力について（依頼）

 
時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

ては全国要約筆記問題研究会名古屋事務所で行います。送

付先住所等お知らせいただきたくよろしくお願いします。

②アンケート調査協力者への依頼文 

※②③④につきましては関連団体へは各１０部送付予定です。

特定非営利活動法人

厚生労働科学研究費補助金研究委員会

「要約筆記による盲ろう者支援の在り方に関する研究」に関する

調査研究アンケートへの協力について（依頼）

時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

ては全国要約筆記問題研究会名古屋事務所で行います。送

付先住所等お知らせいただきたくよろしくお願いします。 

※②③④につきましては関連団体へは各１０部送付予定です。

２０１５

特定非営利活動法人 全国要約筆記問題研究会

厚生労働科学研究費補助金研究委員会

「要約筆記による盲ろう者支援の在り方に関する研究」に関する

調査研究アンケートへの協力について（依頼） 

時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

ては全国要約筆記問題研究会名古屋事務所で行います。送

※②③④につきましては関連団体へは各１０部送付予定です。 

０１５年  

全国要約筆記問題研究会

理事長 三宅

厚生労働科学研究費補助金研究委員会

委員長 大沼

「要約筆記による盲ろう者支援の在り方に関する研究」に関する 
 

時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

ては全国要約筆記問題研究会名古屋事務所で行います。送

 

  月  日

全国要約筆記問題研究会

三宅 初穂

厚生労働科学研究費補助金研究委員会

大沼 直紀

時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

ては全国要約筆記問題研究会名古屋事務所で行います。送

 

日 

全国要約筆記問題研究会 
初穂 

厚生労働科学研究費補助金研究委員会 
直紀 

時下ますますご清栄のことお慶び申し上げます。平素は本研究へご参画、ご協力い

さて、研究作業委員会で検討を重ねました調査研究アンケートが確定し、いよいよ実施す

つきましては、貴団体及び関連団体への送付、調査協力につきまして周知方よろしくお願

ては全国要約筆記問題研究会名古屋事務所で行います。送
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＜資料２＞ 

平成 27 年 11 月 日 

関係各位  

『要約筆記による盲ろう者支援の在り方に関する研究』に関する 
調査研究アンケート実施のお願い  

  

特定非営利活動法人全国要約筆記問題研究会 

理事長 三宅 初穂 

厚生労働科学研究費補助金研究委員会 

委員長  大沼直紀  

  

謹啓  

 貴団体におかれましては、平素より障害者福祉の向上のためにご尽力されておられることに深い敬

意を感じている次第です。  

  

 さて、本年度（特非）全国要約筆記問題研究会におきましては、厚生労働省科学研究費補助金を受

け、現任の要約筆記者のスキルを盲ろう者支援に活かす方法の検討をしております。その検討の参考と

して「弱視ろう」「弱視難聴」という障害をお持ちの方々にアンケートの協力をお願いしたいと考えてお

ります。  

  

 本検討に委員をご推薦いただいております「全国情報提供施設協議会」「全国盲ろう者協会」「全日本難

聴者・中途失聴者団体連合会」の加盟団体に本ご依頼文を送付させていただいております  

  

各団体におかれましては、大変お忙しいなか恐縮でございますが、該当される方がおられましたらア

ンケート用紙と返信用封筒をお渡しいただけますようお願いいたします。当方の準備が遅れ、お願いの期

間が短くなりましたが、ご返送期限は、11 月 30 日までとしておりますので、11 月 25 日ころまでに

は当該の方にお渡しいただけると幸いです。  

  

お問い合わせやお送りした用紙と封筒のセットの追加請求につきましては、下記事務局にご連絡くだ

さい。  

NPO 法人 全国要約筆記問題研究会 名古屋事務所 担当 尾崎 
         電話＆ファックス：０５２－２１８－９１２０  

        メールアドレス：zenyou.kaken@gmail.com  
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＜資料３＞ 

アンケート協力者の皆様へ 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 さて、本年度（特非）全国要約筆記問題研究会におきましては、厚生労働省科学研究費補助金を

受け、現任の要約筆記者の技術を盲ろう者支援に活かす方法の検討をしております。研究につきま

しては、全国盲ろう者協会、全国聴覚障害者情報提供施設協議会、全日本難聴者・中途失聴者団体

連合会等のご協力のもと検討委員会を設置し、進めております。 

その検討のため「弱視ろう」「弱視難聴」の障がいをお持ちの方々にアンケートへのご協力をお願い

したいと考えております。 

突然のお願いで誠に恐縮ではございますが、現任の要約筆記者の技術を盲ろう者支援に活かすため、

ぜひご意見をお聞かせいただきたく、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 このアンケートは「弱視ろう」「弱視難聴」の障がいをお持ちの方がどのようなニーズをもって

おられるかを知るために無記名により調査を行います。 

 アンケートは表裏で 10ページあります。書き終わりましたら、アンケートが入っていました封

筒に入れ、切手を貼らずにご返送ください。ご回答及びご返送によりまして、調査にご同意を

いただけたものと判断させていただきます。なお、未記入のもの、途中までのものでも、差支

えなければご返送ください。 

 アンケートを途中まで書いたけれど、不安になったとか、嫌なことを思い出し回答したくなく

なった時はやめていただいて結構です。やめたからと言って不利益は生じません。 

 調査の結果は研究目的のみに使用され個人の回答がそのままの形で公開されることはありませ

ん。 

 回答の処理からデータ保管まで、回答は厳重に管理されます。 

 アンケートについてご質問等ありましたら、以下のところへお問い合わせください。 

 

問い合わせ先：NPO 法人 全国要約筆記問題研究会 名古屋事務所 

電話＆ファックス：０５２－２１８－９１２０ 

メールアドレス：zenyou.kaken@gmail.com 

 

 調査全般にわたりプライバシー保護、及び倫理的配慮につきまして遵守いたしますので、本研

究の主旨をご理解のうえ、どうぞご協力いただきたくご依頼申しあげます。 

 お忙しいところ大変恐縮ですが、１１月２５日までにご返送お願いします。 

 最後に、このアンケートのあと、面接調査も予定しております。面接調査（お会いしてお尋ね

します）に協力できる方は、お名前、電話番号、メールアドレスのご記入をお願いします。  

 なお、面接場所は、ご相談して決めさせていただきます。 
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お名前：               

電話番号：（   ）－（    ）－（   ） 

メールアドレス（              ） 
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＜資料４＞ 

平成 27 年 12 月 

面接調査協力者の皆様 

 

特定非営利活動法人全国要約筆記問題研究会 

理事長 三宅 初穂 

厚生労働科学研究費補助金研究委員会 

委員長  大沼直紀 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 さて、先日は郵送（またはメール）によるアンケート調査へご協力いただきましてありがとうご

ざいます。また、面接調査への協力のお申し出をいただきありがとうございます。面接調査ではア

ンケート調査ではお伺いすることのできなかったことにつきましてさらに詳しくお尋ねする予定で

す。 

 調査につきましては、次に示しますように協力者の方のプライバシー保護および、倫理的配慮に

ついて遵守しますので、本研究の主旨をご理解のうえご協力よろしくお願いします。 

 

1. 日時 

面接場所のご連絡をいただいたのち、面接調査日時についてご相談させていただきます。 

2. 場所 

聴覚障害者情報提供施設など公的な場所やご指定の場所へ担当者がお伺いします。 

3. 面接の方法 

調査は約 2時間を予定しております。 

委員会の担当者が 2名でご指定の場所でお話を伺います。 

要約筆記者派遣事業の利用や盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業における要約筆記（文字によ

る通訳作業）等についてお話をお聞きします。 

4. プライバシーの保護 

 面接内容は統計的に処理し、個人が特定される形では結果を報告しません。 

 面接調査協力者の面接内容や個別情報については、守秘義務を順守します。 

 インタビュー調査時の録音は調査協力者の同意が得られた場合のみ行います。 

 面接中のメモや録音記録の管理については細心の注意を払い、研究終了後一定期間経過後に

粉砕・破棄します。 

 面接結果は統計的に処理したうえで、発表しますが、発表の際には個人が特定できない形態

で行います。 

5. 倫理的配慮について 

 面接調査へのご協力は自由意思によります。 

 回答したくない質問がありましたら、無理に回答する必要はありません。 

 回答を途中でやめたくなった場合にはやめてもいかなる不利益も生じません。 
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 調査についてご質問等ありましたら、次のところへお問い合わせください。 

6. 調査に関するお問い合わせ先 

NPO 法人 全国要約筆記問題研究会 名古屋事務所  

 電話＆ファックス：０５２－２１８－９１２０ 

 メールアドレス：zenyou.kaken@gmail.com 

7. その他 

 面接調査に必要な通訳・介助員への謝礼につきましては、地域の実情どおりこちらで準備さ

せていただきます。また、派遣依頼など必要な手続きについてもご連絡ください。 

 些少ですが謝礼を準備させていただきますので、印鑑をご準備ください。 
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